
一
　
は
じ
め
に

『
栄
花
物
語
』（
以
下
、『
栄
花
』
と
略
称
）
続
編
十
巻
は
、
六
十
余
年
ほ
ど
の
出

来
事
を
描
く
。
従
来
、
第
一
部
、
第
二
部
と
分
け
て
執
筆
さ
れ
、
作
者
も
異
な

る
と
さ
れ
て
き
た
。
第
一
部
は
巻
三
一
～
巻
三
七
、
後
一
条
～
後
冷
泉
天
皇
時

代
と
い
う
、
女
院
彰
子
を
母
、
養
母
と
し
た
天
皇
た
ち
の
御
代
で
、
関
白
は
藤

原
頼
通
で
あ
っ
た
。
第
二
部
は
巻
三
八
～
四
〇
、
後
三
条
～
堀
川
天
皇
（
寛
治

六
年
が
最
後
の
記
事
）
時
代
で
、
関
白
が
頼
通
弟
教
通
と
頼
通
息
師
実
の
時
代
に

あ
た
る
。

女
房
ら
し
き
語
り
手
が
詳
し
く
物
語
る
家
筋
か
ら
は
、
二
分
し
て
読
ん
だ
方

が
自
然
に
な
る
印
象
も
強
い
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
続
編
全
体
を
貫
く
一
体

的
な
性
格
も
見
え
て
い
て
、
ど
の
よ
う
に
解
読
し
た
ら
よ
い
の
か
、
難
し
い
課

題
と
し
て
長
年
私
の
中
で
は
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
る
。

本
稿
は
、
続
編
が
一
体
的
な
性
格
と
見
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
表

現
に
注
意
し
て
読
め
ば
よ
い
の
か
、
続
編
記
事
を
計
量
で
き
る
尺
度
は
な
い
の

か
、
と
い
う
地
点
か
ら
出
発
し
た
。

第
二
部
を
描
く
た
め
に
必
要
な
資
料
群
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
、
作
者
が
、

ど
の
家
に
属
し
て
い
る
の
か
と
自
問
す
れ
ば
、
頼
通
の
末
子
で
あ
る
師
実
（
一

〇
四
二
～
一
一
〇
一
）
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
。
師
実
は
、
巻
三
六
「
根
合
」
で

姉
寛
子
（
一
〇
三
六
～
一
一
二
七
）
が
後
冷
泉
天
皇
に
入
内
し
、
永
承
六
年
（
一
〇

五
一
）
立
后
を
記
し
た
記
事
の
後
に
、
幾
つ
か
の
記
事
を
隔
て
て
、
初
め
て
「
皇

后
宮
の
御
せ
う
と
の
若
君
」
の
「
御
元
服
」
が
記
さ
れ
て
か
ら
登
場
し
、「
殿

の
少
将
殿
、
臨
時
祭
の
舞
人
せ
さ
せ
た
ま
ふ
」、
中
納
言
中
将
と
な
っ
た
こ
と
、

（
1
）
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「
殿
の
大
納
言
」
が
五
節
を
出
す
こ
と
、
そ
し
て
、
結
婚
、
任
内
大
臣
…
…
と
、

記
事
を
隔
て
な
が
ら
、
断
続
的
に
時
間
軸
に
添
っ
た
か
た
ち
で
丁
寧
に
記
さ
れ

て
い
く
。

そ
こ
で
、
師
実
と
、
彼
の
登
場
を
促
し
た
皇
后
寛
子
に
つ
い
て
、
焦
点
を
あ

て
た
い
と
思
う
。

最
終
巻
四
〇
「
紫
野
」
は
、
師
実
夫
妻
の
養
女
賢
子
（
白
河
天
皇
中
宮
）
が
生

ん
だ
堀
河
天
皇
の
御
代
で
終
え
る
。
養
女
腹
と
は
い
え
ど
も
、
摂
関
家
に
誕
生

し
た
天
皇
で
あ
っ
た
。
続
編
末
尾
は
、
師
実
孫
の
忠
実
が
中
納
言
に
な
り
、
春

日
祭
の
上
卿
を
つ
と
め
た
こ
と
、
翌
日
帰
洛
す
る
行
列
を
記
す
の
だ
が
（
寛
治

六
年
〈
一
〇
九
二
〉
二
月
九
日
、
十
日
の
こ
と
に
あ
た
る
）、
そ
の
帰
京
を
宇
治
に
い
る

四
条
宮
寛
子
と
女
房
が
見
物
す
る
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。「
大
殿
の
か
く
て

お
は
し
ま
し
し
に
、
御
孫
に
て
か
く
お
は
し
ま
す
を
、
枝
々
栄
え
出
で
さ
せ
た

ま
ふ
を
、
春
日
の
神
も
心
ゆ
か
せ
た
ま
ひ
て
や
」（
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
『
栄
花
物
語
』
に
よ
る
）
と
師
実
を
特
筆
し
、
さ
ら
に
、
摂
関
家
を
余
祝
す

る
歌
、行

く
末
も
い
と
ど
栄
え
ぞ
ま
さ
る
べ
き
春
日
の
山
の
松
の
梢
は

が
置
か
れ
て
、
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
部
と
第
二
部
と
を
つ
な
ぐ
重
要
人
物
、
頼
通
男
師
実
と
姉
寛
子
に
つ
い

て
、
ま
ず
は
像
を
結
ぶ
こ
と
が
先
決
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
和

歌
資
料
、
特
に
四
条
宮
寛
子
に
仕
え
た
女
房
た
ち
の
家
集
を
材
料
に
し
て
、『
栄

花
』
記
事
の
意
味
を
計
量
す
る
こ
と
に
し
た
い
。           

と
こ
ろ
で
、
師
実
・
寛
子
の
母
と
は
、
源
倫
子
（
頼
通
母
）
に
仕
え
た
進
命

婦
源
祇
子
で
あ
る
。
同
母
兄
に
は
、
橘
俊
綱
を
は
じ
め
四
人
が
い
て
、
師
実
は

末
っ
子
に
な
る
。
四
人
の
兄
た
ち
は
養
子
に
出
さ
れ
た
り
僧
侶
に
な
っ
た
。
実

は
、
寛
子
に
は
姉
も
い
た
が
、
源
経
長
の
妻
と
な
っ
て
い
る
。

師
実
・
寛
子
二
人
の
み
が
関
白
頼
通
に
実
子
扱
い
さ
れ
る
の
は
、
必
然
と
思

え
る
前
史
が
あ
っ
た
。
頼
通
に
は
、
隆
姫
と
の
間
に
子
が
誕
生
せ
ず
、
隆
姫
の

姪
に
あ
た
る
源
嫄
子
を
養
女
に
し
て
い
た
。
嫄
子
は
、
一
条
天
皇
の
第
一
皇
子

敦
康
親
王
と
隆
姫
の
妹
（
具
平
親
王
女
）
と
の
間
に
誕
生
。
そ
の
父
敦
康
は
、
二

十
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
（
時
に
一
品
式
部
卿
）。
史
実
に
『
栄
花
』
を
添
え
て
、

嫄
子
の
そ
の
後
を
み
る
と
、
嫄
子
は
長
じ
て
、
後
朱
雀
帝
に
入
内
し
、
祐
子
内

親
王
が
生
ま
れ
、
禖
子
内
親
王
を
出
産
後
に
、
長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
八
月

産
褥
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
巻
三
四
）。
さ
ら
に
、
頼
通
が
嫡
子
と
定
め
た

通
房
（
母
は
源
憲
定
女
。
隆
姫
女
房
）
は
、
隆
姫
弟
で
あ
る
源
師
房
の
女
と
結
婚
し

た
が
、
長
久
五
年
（
一
〇
四
四
）
四
月
権
大
納
言
大
将
の
地
位
で
、
こ
れ
も
二

十
歳
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
巻
三
五
）。
摂
関
家
の
後
継
者
た
る
男
子
は
、

手
許
に
は
頼
通
五
十
歳
の
時
の
子
師
実
一
人
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
頼
通
は
、
寛
子
が
十
五
歳
に
な
っ
た
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）

十
二
月
に
後
冷
泉
天
皇
に
入
内
さ
せ
る
（
巻
三
六
）。
そ
し
て
、
翌
年
二
月
に
寛

子
立
后
。
そ
の
後
に
、
頼
通
後
継
者
と
し
て
弟
師
実
の
元
服
が
記
さ
れ
て
以
降
、

物
語
ら
れ
て
ゆ
く
よ
う
に
な
る
。
母
源
祇
子
に
つ
い
て
は
、
巻
三
一
に
触
れ
ら

れ
、
巻
三
六
で
少
し
光
が
あ
て
ら
れ
る
程
度
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
私
家
集
が
ゆ
た
か
な
生
の

0

0

歴
史
資
料
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、

続
編
理
解
を
深
め
た
い
と
思
う
。
採
り
あ
げ
た
い
家
集
は
、
姉
の
四
条
宮
寛
子

に
仕
え
た
女
房
た
ち
、
下
野
と
筑
前
（
＝
康
資
王
母
）
の
手
に
な
る
家
集
を
中
心

に
し
、
他
家
集
も
加
え
る
。
ゆ
き
と
ど
い
た
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
て
、
家

集
と
続
編
と
を
往
還
し
眺
め
る
ら
れ
る
材
料
に
富
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
、
四
条
宮
下
野
集
・
康
資
王
母
集
の
注
釈
書
に
は
、
人
物
比
定
の
一
部

に
問
題
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
両
家
集
の
あ
り
方
に
触
れ
つ
つ
、
敬
避
表
現
か

ら
師
実
に
関
わ
る
人
物
比
定
に
つ
い
て
ま
ず
確
認
し
た
い
。
両
家
集
か
ら
『
栄

（
2
）

（
3
）
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花
』
を
照
射
し
て
、
そ
の
表
現
・
叙
述
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
の
は
、

続
稿
に
譲
り
た
い
。

二
　
四
条
宮
下
野
集
の
敬
避
表
現
か
ら

四
条
宮
下
野
集
に
は
完
結
し
た
注
釈
書
が
四
書
刊
行
さ
れ
、
ま
た
一
つ
の
私

家
版
も
あ
る
。
発
行
順
に
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

清
水
彰
『
四
條
宮
下
野
集
全
釋
』（
笠
間
書
院　

一
九
七
五
）�

→
『
全
釈
』

石
井
文
夫
『『
四
条
宮
下
野
集
』
注
釈
稿
』（
私
家
版　

前
・
一
九
七
七
、
後
・

一
九
七
八
）�

 

→
『
注
釈
稿
』

吉
田
茂
『
四
条
宮
下
野
集　

注
釈
と
研
究
』（
桜
楓
社　

一
九
八
六
）  　
　

�
�

→
『
注
釈
』

犬
養
廉
校
注
「
四
条
宮
下
野
集
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
安
私
家
集
』 

岩

波
書
店　

一
九
九
四
）�

→
『
新
大
系
』

安
田
徳
子
・
平
野
美
樹
『
私
家
集
全
釈
叢
書　

四
条
宮
下
野
集
全
釈
』（
風

間
書
房　

二
〇
〇
〇
）�

→
『
叢
書
』

右
の
注
釈
書
の
底
本
は
、
下
野
集
の
孤
本
で
あ
っ
た
書
陵
部
蔵
本
で
あ
る
。

最
後
の
『
叢
書
』
は
、
書
陵
部
本
の
親
本
で
あ
る
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安

私
家
集　

六
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
）
を
、
校
合
に
用
い
る
。

さ
ら
に
、
現
在
、
注
釈
が
進
行
中
の
、

和
田
律
子
・
横
溝
博
・
高
橋
由
記
・
中
村
成
里
・
有
馬
義
貴
『
四
条
宮
下

野
集
』
研
究
（
一
）
～ 

（
一
〇
）（『
鳳
翔
学
叢
』
8
～
17　

二
〇
一
二
・
三 

～
二

〇
二
一
・
三
）　

＊
（
八
）
よ
り
大
塚
誠
也
が
加
わ
る�

→
『
研
究
』

が
あ
る
。
底
本
は
『
平
安
私
家
集　

六
』
で
、
書
陵
部
蔵
本
と
冷
泉
家
時
雨
亭

叢
書
『
承
空
本　

中
』
の
校
異
を
示
す
。
た
い
へ
ん
詳
し
い
語
釈
・
補
説
・
考

察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書
を
引
用
の
際
に
は
、
→
印
の
あ
と
の
略
号
を
用

い
る
。

　
下
野
集
の
配
列

下
野
は
、
父
が
清
和
源
氏
の
源
政
隆
で
従
五
位
下
下
野
守
、
出
自
は
高
く
な

い
。
姉
に
「
瑠
璃
女
御
」
と
称
さ
れ
、
小
一
条
院
に
寵
愛
さ
れ
た
人
が
い
る
。

後
藤
祥
子
氏
は
、
下
野
集
を
、「
社
交
圏
記
録
と
し
て
の
私
家
集
」
と
さ
れ

た
（「
私
家
集
の
位
置
」『
日
本
文
学
講
座
９　

詩
歌
Ⅰ
（
古
典
編
）』
大
修
館
書
店　

一
九

八
八
）。「
所
収
歌
二
二
一
首
（
連
歌
を
含
む
）
の
う
ち
、
他
人
歌
八
九
首
、
し
か

も
特
定
の
家
族
や
恋
人
で
は
な
く
、
女
主
人
四
条
宮
を
め
ぐ
る
多
彩
な
人
間
関

係
、
と
い
う
よ
り
寛
子
は
控
え
め
な
た
ち
で
あ
っ
た
か
ら
、
四
条
宮
の
侍
所
に

出
入
り
す
る
中
級
官
人
た
ち
と
の
あ
け
っ
ぴ
ろ
げ
な
社
交
詠
が
多
く
を
占
め
、

異
彩
を
放
つ
」
と
し
た
。
そ
し
て
、「
序
」
に
、

め
で
た
く
を
か
し
き
事
ど
も
を
見
て
の
み
や
む
が
飽
か
ず
覚
え
し
か
ば
、

…
…
「
こ
え
ず
は
の
ち
の
」
と
お
ぼ
し
た
る
人
の
「
思
ひ
出
で
て
書
き
つ

け
よ
」
と
あ
る
に
催
さ
れ
て
書
き
つ
く
れ
ば
、
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、「
個
人
の
集
と
い
う
よ
り
四
条
宮
の
後
冷
泉
朝
期
を
彩
っ
た

人
々
に
よ
る
社
交
記
録
な
の
で
あ
る
」
と
、
枕
草
子
や
紫
式
部
日
記
が
、「
そ

れ
ぞ
れ
の
後
宮
女
房
群
を
代
表
し
て
書
き
と
ど
め
た
行
為
と
見
合
っ
て
い
る
」

と
さ
れ
た
。

久
保
木
哲
夫
氏
は
、「
四
条
宮
下
野
集
」（
日
本
文
学
Ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館
「
辞
典
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」）
で
、「
贈
答
歌
や
唱
和
歌
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
書
が
非
常
に

長
い
。
下
野
を
中
心
と
し
た
寛
子
周
辺
の
日
常
生
活
が
あ
た
か
も
『
枕
草
子
』

に
お
け
る
日
記
的
章
段
の
よ
う
に
、
極
め
て
具
体
的
に
描
か
れ
る
。
登
場
人
物

（
4
）

（
5
）
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は
全
部
で
七
〇
数
名
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

下
野
集
か
ら
は
、
確
か
に
機
知
に
富
み
、
自
分
の
才
能
を
頼
み
（
代
作
歌
を

依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
ま
た
場
に
応
じ
て
よ
く
連
歌
を
詠
む
）、
そ
し
て
他
人
の
下

野
に
対
す
る
賞
賛
を
書
き
と
め
る
傾
向
が
見
え
、
清
少
納
言
に
よ
く
似
て
い

る
。
枕
草
子
も
じ
り
の
表
現
、
新
し
い
歌
語
の
開
拓
、
時
代
の
流
行
に
敏
感
な

表
現
に
つ
い
て
は
、
特
に
『
研
究
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
家
集
に
は
、
師
実

や
殿
上
人
、
宮
司
な
ど
と
縦
横
に
応
酬
を
か
わ
し
、
あ
る
時
は
や
り
こ
め
る
、

と
い
っ
た
か
な
り
積
極
的
な
行
動
が
見
ら
れ
る
。「
後
宮
女
房
群
を
代
表
し
て

書
き
と
ど
め
た
」
は
、
下
野
自
身
が
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

下
野
集
は
、
序
に
対
し
て
、
家
集
末
尾
に
跋
の
性
格
を
も
つ
二
首
の
和
歌
を

置
く
な
ど
、
構
成
を
意
識
し
て
配
列
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

下
野
集
の
注
釈
は
、
章
段
に
区
切
っ
て
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
歌
群
が
季
節
順

に
並
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
、
久
し
く
ほ
ぼ
年
次
順
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
。『
注

釈
』
解
説
の
「
四
条
宮
下
野
集
俯
瞰
集
」
に
は
、
章
段
の
年
時
推
定
を
示
す
け

れ
ど
も
、
そ
の
解
説
文
に
は
年
時
が
確
か
な
の
は
、
三
章
段
の
み
で
あ
る
よ
う

に
、
か
っ
ち
り
し
た
年
次
順
と
す
る
の
は
問
題
が
あ
る
よ
う
だ
。

『
研
究
（
四
）』
に
、
女
房
美
濃
の
多
田
下
向
に
関
わ
る
歌
67
・
68
番
歌
が
す

で
に
下
向
し
て
後
の
や
り
と
り
で
あ
る
の
に
、
88
・
89
番
歌
は
、「
美
濃
の
多

田
へ
下
り
し
、
扇
給
は
る
と
て
」
と
、
下
向
に
際
し
て
皇
后
か
ら
扇
を
賜
る
時

に
下
野
が
詠
ん
だ
歌
と
美
濃
の
返
歌
が
あ
る
と
、
年
次
順
に
読
む
注
釈
に
つ
い

て
訂
正
し
て
、
88
番
歌
の
語
釈
欄
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
下
野
集
』
の
配
列
が
常
に
時
間
の
推
移
に
従
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
と

は
い
え
ず
、
あ
る
場
合
に
は
時
間
順
よ
り
も
別
の
観
点
が
優
位
に
立
っ

て
、
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
ま
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
歌
も
そ
の

例
と
し
て
考
え
ら
れ
、
こ
の
前
後
の
配
列
が
、『
注
釈
』
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
名
所
や
歌
枕
を
詠
ん
だ
歌
を
ま
と
め
て
い
る
と
思
し
い
こ
と
か

ら
、
時
間
的
に
は
前
後
す
る
も
の
の
、
住
吉
を
詠
み
込
ん
だ
当
歌
が
こ
こ

に
配
列
さ
れ
た
と
い
う
次
第
で
あ
ろ
う
。   

確
か
に
そ
の
と
お
り
と
思
わ
れ
る
。
他
に
も
、「
別
の
観
点
」
が
う
か
が
え
る

歌
群
が
あ
る
。
112
～
115
番
の
「
法
性
寺
に
出
で
さ
せ
お
は
し
ま
し
て
」、
116
～

118
番
の
「
御
悩
み
に
出
で
さ
せ
お
は
し
ま
し
て
、
里
に
お
は
し
ま
す
に
」、
119

番
「
四
月
に
、
心
ぼ
そ
き
ま
で
心
地
悪
し
く
て
、
里
に
あ
る
に
」、
120
番
「
物

へ
詣
で
し
に
」、
121
番
「
山
な
り
し
は
ら
か
ら
の
、
伯
耆
に
下
り
て
亡
く
な
り

た
り
し
に
、
心
地
も
慰
め
む
と
て
、
…
…
難
波
わ
た
り
に
、
…
…
天
王
寺
詣
で

も
せ
む
と
て
…
…
」
か
ら
131
番
歌
ま
で
は
、
四
条
宮
が
法
性
寺
と
か
里
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
時
、
あ
る
い
は
下
野
が
里
下
が
り
し
て
い
た
時
で
、
132
番
歌
に

な
っ
て
、
は
じ
め
て
内
裏
に
も
ど
っ
て
い
る
。
内
裏
外
で
の
歌
と
い
う
括
り
で

集
め
て
い
る
と
す
る
の
も
一
案
か
。
ゆ
る
や
か
な
時
の
流
れ
は
見
え
る
け
れ
ど

も
、
年
次
順
を
か
っ
ち
り
あ
て
る
こ
と
に
は
、
慎
重
で
あ
り
た
い
。

下
野
集
の
１
番
歌
な
ど
も
そ
の
例
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
き
か
。
以
下
、
下
野

集
の
本
文
引
用
は
『
叢
書
』
に
よ
る
。
な
お
、
一
部
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
、

底
本
表
記
を
ル
ビ
で
示
し
た
箇
所
が
あ
る
。

　
　
　

常
よ
り
も
花
お
も
し
ろ
か
り
し
春
、
清
涼
殿
御み
は
し階

の
左
右
に
、
い
み

　
　
　
　

じ
く
咲
き
た
る
桜
の
枝
を
、
木
の
高
さ
ば
か
り
に
て
植
ゑ
さ
せ
給
へ

　
　
　

る
を
、
宮
の
御
方
の
戸
口
に
て
人
々
見
る
ほ
ど
に
、
渡
ら
せ
お
は
し

　
　
　
　

ま
し
て
、
月
の
明
き
ほ
ど
に
帰
り
渡
ら
せ
お
は
し
ま
す
と
て
、「
花

　
　
　
　

見
せ
む
」
と
召
せ
ば
、
小
中
将
・
小
少
将
な
ど
具
し
て
参
る
。
上
の

　
　
　
　

女
房
、
少
将
の
内
侍
、
式
部
の
命
婦
な
ど
、
皆
花
の
下
に
候
ふ
に
、

　
　
　
　

折
ら
せ
お
は
し
ま
し
て
賜
は
す
る
ま
ま
に
、「
遅
し
」
と
仰
せ
ら
れ

　
　
　
　

し
か
ば
、
思
ひ
あ
へ
ず
、
疾
き
を
面
隠
し
に
て
、
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1
金　春　�

長
き
夜
の
月
の
光
の
な
か
り
せ
ば
雲
居
の
花
を
い
か
で
折
ら
ま
し

　
　
　
　

�

驚
か
せ
お
は
し
ま
し
て
、「
い
み
じ
う
を
か
し
」
と
仰
せ
ら
れ
て
、

う
ち
誦ず

ぜ
さ
せ
お
は
し
ま
し
つ
つ
、「
返
し
悪わ
ろ

く
し
て
は
笑
は
れ
な

む
」
な
ど
仰
せ
ら
れ
て
、
誦
じ
つ
つ
歩
か
せ
お
は
し
ま
す
御
あ
り
さ

ま
こ
そ
め
で
た
く
、
そ
の
折
お
ぼ
え
し
を
か
し
さ
こ
そ
忘
れ
が
た
う
。

『
叢
書
』
に
、
序
文
の
、「
宮
の
御
方
の
「
め
で
た
く
を
か
し
き
こ
と
」
に
相

応
し
い
一
場
面
と
し
て
、
こ
の
逸
話
を
本
集
の
冒
頭
に
置
い
た
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
指
摘
に
、
納
得
が
い
く
。
後
冷
泉
天
皇
と
皇
后
寛
子
を
提
示
し
て
、

家
集
を
編
む
下
野
自
身
の
〈
場
〉
を
提
示
し
、
寛
子
女
房
二
人
の
名
と
天
皇
付

き
女
房
た
ち
の
名
二
人
を
「
な
ど
」
で
代
表
さ
せ
て
、
歌
も
天
皇
を
「
月
の
光
」

に
喩
え
て
、
長
い
治
世
を
こ
と
ほ
ぐ
も
の
で
、
い
か
に
も
冒
頭
歌
に
ふ
さ
わ
し

い
。
永
承
六
年
春
と
い
う
か
っ
ち
り
し
た
年
時
確
定
は
難
し
い
。

続
く
2
番
歌
は
、

殿
の
御
宿
直
所
よ
り
、
人
々
あ
ま
た
来
て
「
花
見
へ
ま
か
る
に
…
…
」
…
…

と
は
じ
ま
る
が
、『
叢
書
』
に
、「
花
見
の
逸
話
に
引
か
れ
て
、
こ
の
贈
答
を
こ

こ
に
配
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。
帝
・
皇
后
の
次
に
、
直
接
的
で
は
な

い
が
、「
殿
の
御
宿
直
所
よ
り
」
と
、
皇
后
の
父
関
白
頼
通
を
顕
在
化
す
る
。

下
野
の
贈
歌
に
対
し
て
、
3
番
歌
の
詞
書
は
、

返
し
、「
大
学
頭
実
綱
ぞ
す
べ
き
」
と
聞
き
し
か
ど
、
但
馬
俊
綱
の
手
に

て
、

と
返
歌
の
主
を
云
々
す
る
。
必
要
の
な
い
「
大
学
頭
実
綱
」
は
頼
通
の
儒
者
家

司
だ
が
、
後
に
式
部
大
輔
を
つ
と
め
た
学
識
者
の
名
を
こ
と
さ
ら
に
出
し
、
次

に
、
師
実
祇
子
腹
長
男
で
寛
子
の
兄
「
但
馬
俊
綱
」
筆
跡
の
返
歌
と
記
す
。
そ

の
延
長
で
俊
綱
が
下
野
の
局
を
訪
問
し
、
4
番
・
5
番
の
贈
答
歌
を
う
む
、
と

い
う
具
合
に
家
集
は
動
き
だ
す
。

師
実
は
若
す
ぎ
て
、
そ
の
登
場
は
だ
い
ぶ
遅
く
な
っ
て
く
る
が
、
俊
綱
は
誰

も
が
認
め
る
歌
人
・
文
化
人
で
あ
っ
た
が
、
四
条
宮
方
で
の
重
要
人
物
ら
し

か
っ
た
様
子
が
、
配
列
か
ら
も
伝
わ
っ
て
く
る
。　

家
集
の
終
わ
り
近
く
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

世
の
中
変
は
り
て
、
あ
は
れ
に
い
み
じ
き
事
多
か
り
し
ほ
ど
の
事
ど

　
　
　

も
、
我
も
人
も
あ
ま
た
あ
り
し
か
ど
、
中
々
な
れ
ば
、
書
か
ず
。
我

　
　
　
　

背
き
て
後
、
大
納
言
経
長
、
金
玉
集
借
り
た
ま
ふ
と
て
あ
り
し
、　

　

195　

今
は
と
て
そ
る
と
聞
き
し
を
は
し
た
か
の
恋
し
き
こ
と
に
し
ふ
や
残
れ

　
　
　

る

　
　
　

返
し

196　

世
の
中
を
そ
る
と
す
れ
ど
も
は
し
た
か
の
恋
し
き
こ
と
ぞ
招お

き
餌え

な
り

　
　

け
る

詞
書
「
世
の
中
変
は
り
て
、
あ
は
れ
に
い
み
じ
き
こ
と
多
か
り
し
ほ
ど
の
事

ど
も
」
と
は
、
後
冷
泉
天
皇
の
御
世
変
わ
り
が
あ
り
（
治
暦
四
年
〈
一
〇
六
八
〉

四
月
十
九
日
、
譲
位
）、
同
日
崩
御
、
さ
ら
に
四
条
宮
寛
子
が
同
年
十
二
月
に
出

家
し
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
ど
の
「
事
ど
も
」
に
つ
い
て
は
、

「
書
か
ず
」
と
あ
る
。
続
い
て
、
下
野
も
、「
我
背
き
て
」
と
あ
り
、
四
条
宮
に

従
う
か
た
ち
で
出
家
し
た
ら
し
い
。
そ
の
後
に
大
納
言
経
長
か
ら
、
金
玉
集
を

借
り
た
い
と
所
望
さ
れ
、「
今
は
と
て
そ
る
（「
剃
る
」
を
掛
け
る
）」「
集
（「
執
」

を
掛
け
る
）」
と
い
う
和
歌
が
贈
ら
れ
て
き
た
。
返
歌
し
、
添
え
た
歌
で
も
う
一

組
の
贈
答
歌
も
見
え
る
。

こ
の
源
経
長
は
、
源
道
方
男
で
、
皇
后
寛
子
の
「
宣
旨
」
は
、
道
方
女
が
つ

と
め
た
ら
し
い
（『
栄
花
』
巻
三
六
）。
経
長
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
祇
子
腹
の
頼

通
女
を
妻
に
し
て
い
た
。
大
納
言
で
あ
っ
た
の
は
、
延
久
元
年
（
一
〇
六
九
）

八
月
～
同
三
年
四
月
。
家
集
に
見
え
る
経
信
の
兄
で
、
ま
た
、
四
条
宮
女
房
「
信
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濃
」
の
叔
父
で
あ
る
。
こ
の
人
物
の
布
置
に
も
、
下
野
の
工
夫
が
読
み
取
れ
る
。

下
野
は
、
そ
の
後
に
住
ま
い
を
山
里
に
移
し
た
と
あ
り
、
典
侍
（
大
弐
三
位
。

後
冷
泉
天
皇
乳
母
）
か
ら
の
贈
歌
と
返
歌
（
201
・
202
番
歌
）、
さ
ら
に
、
宮
寛
子

の
言
い
つ
け
で
こ
の
山
里
に
女
房
た
ち
の
訪
問
が
あ
っ
た
こ
と
（
203
・
204
番

歌
）、
あ
る
男
性
か
ら
の
和
歌
（
205
番
歌
）、
越
後
の
為
仲
か
ら
の
歌
（
207
番

歌
）、
山
里
で
の
下
野
歌
二
首
が
あ
っ
て
、
跋
文
ら
し
き
和
歌
二
首
（
210
・
211

番
歌
）
を
置
い
て
終
え
て
い
る
。
冒
頭
部
の
序
と
跋
と
が
対
応
す
る
の
み
な
ら

ず
、
家
集
始
動
の
あ
り
方
と
閉
じ
方
の
人
物
布
置
も
対
応
さ
せ
て
い
る
と
読
め

よ
う
。

髙
橋
由
記
氏
「
頼
通
時
代
の
後
宮
文
化
―
―
『
四
条
宮
下
野
集
』
と
皇
后
寛
子

―
」

（『
日
記
文
学
研
究
誌
』
19　

二
〇
一
七
・
七
）
は
、
前
掲
の
久
保
木
哲
夫
氏
解
説
を

受
け
、
皇
后
寛
子
に
は
中
宮
定
子
的
な
役
割
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、「《
女

あ
る
じ
の
時
間
軸
で
出
来
事
・
章
段
を
切
り
取
る
》
こ
と
を
あ
げ
た
い
」
と
し
、

「
～
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
と
始
ま
る
詞
書
で
寛
子
の
存
在
を
表
す
な
か
に
時

間
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
、「
下
野
の
詠
歌
は
、
寛
子
と
い
う
女

あ
る
じ
の
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
も
指
摘
す
る
。「
寛
子
と

い
う
女
あ
る
じ
」
が
あ
っ
て
こ
そ
編
ま
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
に
、
以
下
に
述

べ
る
人
物
提
示
の
例
か
ら
も
、
賛
意
を
表
し
た
い
。

　
下
野
集
の
敬
避
表
現

「
登
場
人
物
は
全
部
で
七
〇
数
名
」
中
、
名
指
し
さ
れ
な
い
敬
避
表
現
に
つ

い
て
考
察
し
た
い
。

先
に
あ
げ
た
195
番
の
前
ま
で
が
、
関
白
頼
通
時
代
に
あ
た
る
。
195
番
の
詞
書

に
は
、「
大
納
言
」
で
あ
っ
て
も
「
経
長
」
と
名
前
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
名
前
が
記
さ
れ
な
い
「
絶
対
的
避
称
」
の
対
象
人
物
が
何
人
か

見
え
る
。

寛
子
の
父
の
関
白
頼
通
は
、「
殿
」
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
弟
の
師
実
に
名
前

は
記
さ
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
か
、
注
釈
書
に
よ
り
人
物
比
定
に
違
い
が
生
じ
て

い
る
。
頼
通
と
師
実
に
つ
い
て
、
私
は
以
下
の
よ
う
に
読
ん
だ
。
歌
番
号
と
歌

の
詞
書
や
歌
の
後
ろ
に
付
加
さ
れ
た
文
を
短
く
引
用
し
、
呼
称
箇
所
に
左
傍
線

を
付
し
た
。
呼
称
に
関
わ
る
読
解
に
揺
れ
が
生
じ
そ
う
な
箇
所
に
、
底
本
表
記

を
表
す
ル
ビ
を
付
し
た
。

◇
頼
通　

2
「
殿
の
御
宿
直
所
よ
り
、
人
々
あ
ま
た
来
て
」

　
　
　

   

26
「
殿
の
召
す
に
だ
に
参
ら
せ
ぬ
も
の
」

　
　
　
　

51
「『
殿
の
聞
か
せ
給
ひ
て
仰
せ
ら
れ
け
る
事
申
さ
む
』
と
て
」

　
　
　
　

143
「
殿
の
御
気
色
悪
し
き
頃
と
て
」

　
　
　
　

155
「
殿
聞
か
せ
給
ひ
て
笑
は
せ
給
ふ
」

◇
師
実　

90
「
大
納
言
殿
な
ど
具
せ
さ
せ
給
へ
り
」、
91
「
大
納
言
殿
、     

　
　
　
　
　
　

御お
ま
へ前

の
田
刈
ら
せ
て
見
せ
さ
せ
給
ふ
に
」

　
　
　
　

95
「
大
納
言
殿
、
白
河
殿
に
誘
は
せ
給
へ
ば
」

　
　

   　

107
「
里
に
あ
る
に
、
八
月
一
五
夜
、
殿
の
大
納
言
殿
、
夜
中
ば
か

　
　
　
　
　
　

り
に
、
女
房
た
ち
な
ど
具
し
て
、
入
り
て
歩
か
せ
給
ひ
け
る
を
」

　
　
　
　

110
「
大
納
言
殿
、『
宮
の
御
前せ
ん

の
前
栽
、
丈
高
し
』
と
て
」、「
外

　
　
　
　
　

に
殿
の
御
声
も
し
て
」「
又
の
日
、
大
納
言
殿
の
参
ら
せ
給
ひ

　
　
　
　
　

�

て
」、 

111
「
母
屋
に
、
殿
は
い
と
顕
は
に
御
几
帳
う
ち
上
げ
て

寝
さ
せ
給
へ
り
」

　
    　

  

194
「
帰
り
参
り
て
四
五
日
あ
り
て
、
大お

ほ
い
と
の殿の

、
御こ
せ
ん前

に
語
り
申
さ

　
　
　
　
　
　

せ
給
ふ
」

頼
通
を
表
す
155
番
「
殿
」
に
つ
い
て
は
、『
研
究
』（
八
）
の
み
、「
殿
」
を

師
実
と
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
最
後
に
言
及
し
た
い
。

（
6
）

（
7
）

（ 38 ）
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師
実
を
ま
ず
と
り
あ
げ
る
。
90
・
91
番
歌
は
一
連
の
も
の
で
（
90
～
94
番

歌
）、
宇
治
に
遊
び
に
出
か
け
る
経
緯
が
詞
書
で
記
さ
れ
、
宇
治
で
の
場
面
に

な
る
。
ま
だ
宇
治
殿
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
女
房
た
ち
が
出
か
け
る
際
に
、
下

野
は
、
皇
后
寛
子
か
ら
、「
こ
の
度
も
行
け
」
と
今
回
も
行
く
よ
う
に
命
じ
ら

れ
、「
大
納
言
殿
」
も
一
緒
に
出
か
け
て
い
る
。
ま
ず
宇
治
の
京
側
に
あ
る
富

家
殿
に
到
着
し
、
新
し
い
御
障
子
の
「
歌
あ
る
べ
し
」
と
あ
る
が
、
殿
上
人
は

詠
ま
ず
、「
め
づ
ら
し
げ
な
き
人
（
下
野
自
身
）
は
」
と
や
は
り
詠
歌
せ
ず
、

　
　

新
し
く
見
給
ふ
筑
前
詠
ま
む
、
う
ち
う
ち
に
は
、
な
ど
て
か
と
、
詠
ま

　
　
　

ほ
し
げ
に
思
は
れ
た
る
、
理
こ
と
わ
りに
譲
り
て
、
見
れ
ば
、
殿
上
人
々
舟
に
乗

　
　
　

り
て
遊
び
、
帰
る
に　
　
　
　

と
あ
る
の
に
続
い
て
、「
筑
前
」
の
歌
、

90　

曳
く
人
も
な
ぎ
さ
の
舟
も
あ
る
も
の
を
う
ら
や
ま
し
く
も
漕
ぎ
渡
る
か

　
　
　

な

を
記
す
。
ま
た
、
御
障
子
の
歌
は
記
さ
な
い
。
筑
前
（
康
資
王
母
）
は
、
大
中

臣
家
重
代
の
歌
人
伊
勢
大
輔
の
娘
で
あ
り
、
下
野
も
一
目
お
い
て
い
る
。

同
行
し
た
「
大
納
言
殿
」
に
つ
い
て
は
、「
源
師
房
か
」
と
注
す
る
『
注
釈
』

『
全
釈
』『
新
大
系
』
な
ど
が
あ
る
。
107
番
歌
の
「
殿
の
大
納
言
殿
」
と
あ
る
呼

称
と
違
う
か
ら
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
対
し
て
、『
注
釈
稿
』『
叢
書
』『
研
究
』

な
ど
は
師
実
と
す
る
。
そ
し
て
、『
研
究
（
五
）』
で
は
、「
い
ま
だ
定
説
を
み

て
い
な
い
」
と
し
、「【
考
察
】
90
～
94
番
歌
」
で
師
実
で
あ
る
と
丁
寧
な
説
明

を
加
え
ら
れ
て
い
る
。「
源
師
房
も
頼
通
男
の
師
実
も
、
ど
ち
ら
も
相
応
し
い
」

け
れ
ど
、「
寛
子
や
宇
治
と
の
関
係
は
、
師
実
の
方
が
よ
り
深
い
」
と
す
る
。

さ
ら
に
、
経
信
集
Ⅲ（
８
）の
、
筑
前
の
90
番
「
ひ
く
人
も
な
ぎ
さ
の
」
の
歌
と
経
信

の
返
歌
と
を
も
つ
、
次
の
贈
答
歌
を
引
用
し
て
、

　
　
　

中
納
言
殿
のマ
マ

乗
船
給
有
御
遊
之
時
、
四
条
宮
為
皇
后
宮
之
時
也
、
中

　
　
　
　

納
言
者
先
大
理
也
、〈
師
実
／
如
本
〉　　
　
　
　
　
　

�

筑
前
君　

　

ひ
く
人
も
な
き
さ
の
ふ
ね
も
あ
る
も
の
を　

う
ら
や
ま
し
く
も
こ
き
わ
た

　
　

る
か
な
（
二
七
六
）

　
　
　

返　
　
　
　

左
馬
頭
〈
天
喜
四
年
十
月
以
後
／
六
年
四
月
以
前
也
〉

　

さ
し
か
へ
り
ゆ
く
そ
ら
も
な
し
た
か
せ
ふ
ね　

あ
し
ま
の
き
し
に
こ
ゝ
ろ

　
　

と
ま
り
て
（
二
七
七
）

詞
書
と
双
行
注
か
ら
、「
師
実
」
が
「
中
納
言
」
の
時
の
出
来
事
と
し
て
、
下

野
集
の
「
大
納
言
殿
」
を
師
実
と
確
定
す
る
手
順
を
と
る
。

『
注
釈
稿
』
で
も
右
の
贈
答
歌
に
触
れ
て
い
る
。
経
信
の
「
左
馬
頭
」
の
時

と
示
す
注
が
、
師
実
の
権
中
納
言
時
代
に
あ
た
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
大
理
」

は
検
非
違
使
庁
の
別
当
の
唐
名
で
あ
る
が
、『
公
卿
補
任
』
に
は
確
認
で
き
な

い
と
す
る
。
経
信
の
「
左
馬
頭
」
は
、
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
四
月
か
ら
、

右
中
弁
を
兼
ね
る
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
年
三
月
十
二
日
遷
）
ま
で
に
な
る
。
秋
の

季
節
ゆ
え
に
、
天
喜
五
年
、
師
実
権
中
納
言
時
代
の
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。

『
研
究
』
も
同
じ
結
論
に
至
る
。
な
お
、
右
の
贈
答
歌
は
、
経
信
集
Ⅲ
の
末
尾

の
歌
で
あ
り
、
家
集
に
経
信
を
「
左
馬
頭
」
と
す
る
な
ど
、
後
に
付
加
さ
れ
た

と
い
う
痕
跡
が
見
え
る
（
除
け
ば
、
奥
書
に
記
さ
れ
た
歌
数
に
一
致
す
る
）。

確
か
に
師
実
で
よ
い
の
で
あ
る
が
、
私
家
集
の
詞
書
に
も
、
散
文
作
品
同
様

に
敬
避
表
現
を
あ
て
は
め
て
考
え
て
よ
い
例
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
下

野
集
で
、
四
条
宮
寛
子
と
い
う
〈
場
〉
に
あ
っ
て
、
女
房
下
野
が
「
大
納
言
殿
」

と
の
み
呼
称
し
て
済
む
の
は
、
師
実
以
外
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
下

野
集
編
纂
時
（
延
久
年
間
と
さ
れ
る
）
に
あ
っ
て
も
、
現
実
世
界
で
頼
通
男
子
と

待
遇
さ
れ
る
の
は
、
師
実
一
人
し
か
該
当
し
な
い
。
養
子
で
異
姓
の
師
房
な
ら

ば
、
識
別
の
た
め
に
、
た
と
え
ば
、「
源
大
納
言
」
と
呼
称
さ
れ
よ
う
か
（
９
）。『
枕

草
子
』「
清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
の
」
段
に
、

（ 39 ）

『栄花物語』続編を私家集から照射する（上）



　

�

…
…
桜
の
、
い
み
じ
う
お
も
し
ろ
き
枝
の
五
尺
ば
か
り
な
る
を
、
い
と
お

ほ
く
さ
し
た
れ
ば
、
高
欄
の
外
ま
で
咲
き
こ
ぼ
れ
た
る
昼
方
、
大
納
言
殿
、

桜
の
直
衣
の
す
こ
し
な
よ
ら
か
な
る
に
、
濃
き
紫
の
固
紋
の
指
貫
、
白
き

御
衣
ど
も
、
う
へ
に
は
濃
き
綾
の
、
い
と
あ
ざ
や
か
な
る
を
出
だ
し
て
、

ま
ゐ
り
た
ま
へ
る
に
…
…　
　
　
（
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
）

と
、
た
だ
「
大
納
言
殿
」
だ
け
で
、
中
宮
の
同
母
兄
「
伊
周
」
と
理
解
し
て
読

む
の
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
同
じ
道
隆
の
子
で
あ
り
な
が
ら
、
異
腹
の
道
頼
は
、

「
山
の
井
の
大
納
言
」（「
殿
」
ナ
シ
）
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
養
子
源
師
房

も
同
様
に
、
何
か
付
加
す
る
呼
称
が
選
ば
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、

　
　
　
　

里
に
あ
る
に
、
八
月
一
五
夜＊

、
殿
の
大
納
言
殿
、
夜
中
ば
か
り
に
、

　
　
　
　
　

�

女
房
達
な
ど
具
し
て
、
入
り
て
歩
か
せ
給
ひ
け
る
を
、
寝
て
、
遅

く
見
つ
け
奉
り
て
、
翌つ
と
め
て朝
、
式
部
の
命
婦
、

107  

出
で
て
よ
り
心
そ
ら
に
て
見
る
月
の
入
る
ま
で
し
ら
ぬ
宿
も
あ
り
け
り

　
　
　
　

返
し

108  

露
繁
き
蓬
の
宿
の
光
に
も
入
り
く
る
月
の
影
を
こ
そ＊

見
め

　
　
　
　

と
思
ひ
て
」
と
、
聞
こ
ゆ
。

左
傍
線
部
「
殿
の

0

0

大
納
言
殿
」
の
表
現
を
採
り
あ
げ
た
い
。
先
に
あ
げ
た
注
釈

書
で
、
こ
こ
に
の
み
「
殿
の
」
と
あ
る
の
で
、「
大
納
言
殿
」
と
は
別
人
と
す

る
根
拠
に
な
っ
て
い
た
。『
研
究
』（
五
）
で
は
、

　

下
野
の
私
邸
に
お
し
の
び
で
出
か
け
た
場
面
で
あ
る
た
め
、
公
的
立
場
の

　
　
「
大
納
言
」
と
区
別
し
て
わ
ざ
わ
ざ
「
殿
の
」
と
こ
と
わ
っ
て
呼
称
し
た

　
　

か
。

と
す
る
。
こ
こ
は
、
下
野
の
里
下
が
り
し
て
い
る
里
邸
を
、
月
を
賞
で
八
月
十

五
夜
に
訪
ね
る
文
脈
に
あ
る
。
90
～
94
番
歌
の
姉
皇
后
寛
子
と
い
う
空
間
と
そ

の
延
長
上
の
呼
称
、
ま
た
、
95
番
歌
の
「
白
河
殿
」
と
い
う
摂
関
家
伝
来
の
別

業
に
お
誘
い
に
な
る
「
大
納
言
殿
」
呼
称
と
違
っ
て
、
単
な
る
「
大
納
言
殿
」

で
は
、
他
の
人
物
と
ま
ぎ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
こ
で
、
他
人
と
識
別
す
る
必

要
か
ら
、「
殿
の

0

0

」
と
付
加
す
る
こ
と
で
、
他
で
も
な
い
師
実
そ
の
人
と
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。『
栄
花
』
続
編
で
も
、「
殿
の
少
将
」「
殿
の
大
納
言
」

と
い
っ
た
表
現
で
、
ど
の
よ
う
な
〈
場
〉
で
あ
ろ
う
と
も
、「
殿
」
呼
称
が
頼

通
し
か
指
さ
な
い
時
期
の
、
師
実
し
か
指
さ
な
い
呼
称
に
通
じ
る
「
殿
の
」
で

は
な
か
ろ
う
か
（
師
実
登
場
前
の
「
殿
の
…
…
」
呼
称
は
通
房
を
指
す
）。

師
実
来
訪
は
、
下
野
に
と
っ
て
は
最
高
の
栄
誉
に
思
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
は

ず
。
だ
が
、「
夜
中
ば
か
り
」
の
訪
問
ゆ
え
に
、
下
野
は
寝
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
遅
く
見
つ
け
奉
り
て
」
は
、『
研
究
（
五
）』
の
み
、「
下
野
が
大
納
言
の
一
行

の
来
た
こ
と
を
翌
朝
ま
で
（
式
部
の
命
婦
の
和
歌
を
受
け
取
る
ま
で
）
気
づ
か
な
か
っ

た
状
況
と
考
え
る
」
と
い
う
意
に
解
す
と
お
り
で
あ
ろ
う
。「
遅
し
」
に
つ
い

て
は
、
小
田
勝
氏
の
明
快
な
指
摘
が
あ
る
。
下
野
は
、
気
づ
か
な
か
っ
た
失
態

を
、
陋
屋
に
さ
し
こ
む
月
の
光
と
し
て
大
納
言
さ
ま
を
見
よ
う
と
存
じ
ま
す
、

と
師
実
を
讃
え
る
歌
で
、
何
と
か
と
り
つ
く
ろ
っ
た
。　

と
こ
ろ
で
、
下
野
集
の
次
の
例
で
は
、

　

      　

�

賀
茂
に
詣
で
た
り
し
に
、
雪
の
い
み
じ
う
降
り
し
か
ば
、
車
宿
り

に
引
き
入
れ
て
見
れ
ば
、
も
の
古
り
た
る
木
ど
も
皆
白
み
わ
た
り

た
る
に
、
見
や
れ
ば
、
鳥
居
の
方
に
い
と
こ
と
ご
と
し
う
て
、
頼

家
が
詣
づ
る
に
、
供
な
る
あ
や
し
げ
な
る
下
衆
し
て
、「『
こ
の
わ

た
り
に
住
む
尼
の
申
す
』
と
て
、
言
ひ
か
け
て
来
」
と
て
遣
る

194　

老
い
木
に
も
花
は
咲
き
け
り
ち
は
や
ふ
る
雪
に
ぞ
見
ゆ
る
神
の
験
は

　
　
　
　

�

帰
り
参
り
て
四
五
日
あ
り
て
、
大お
ほ
い
と
の殿の
、
御こ
せ
ん前
に
語
り
申
さ
せ
給

ふ
、「
頼
家
が
語
り
候
ふ
、『
賀
茂
に
一
日
参
り
て
、
い
と
を
か
し

（
10
）

（ 40 ）
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き
こ
と
こ
そ
候
ひ
し
か
』」
と
て
、
歌
を
申
さ
せ
給
ふ
、
を
か
し

と
聞
き
て
居
た
り
、「『
こ
れ
、
誰
と
言
ふ
こ
と
い
か
で
知
ら
む
』

と
嘆
き
候
ふ
」
な
ど
申
さ
せ
給
ふ
を
、「
歌
は
い
か
が
言
ふ
」
と

申
さ
せ
給
へ
ば
、「
そ
れ
を
褒
め
候
ふ
」
と
申
さ
せ
給
へ
ば
、「
こ

の
わ
た
り
に
あ
ら
ば
」
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
、「
我
か
我
か
」
と
て
、

告
げ
さ
せ
給
へ
り
け
れ
ば
、
返
り
事
あ
り
き
。

傍
線
部
「
大お
ほ
い
ど
の殿」
を
、
注
釈
書
は
す
べ
て
頼
通
に
読
ん
で
い
る
。

源
頼
家
の
賀
茂
参
詣
に
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
下
野
が
、
こ
の
あ
た
り
に
住
む

尼
と
告
げ
る
よ
う
、
従
者
に
言
い
つ
け
て
、
頼
家
に
和
歌
を
送
っ
た
。
そ
の
四

五
日
後
に
、「
大お
ほ
い
ど
の殿」

が
、
皇
后
さ
ま
に
、
頼
家
が
誰
か
ら
の
歌
か
わ
か
ら
ず
、

知
り
た
が
っ
て
い
る
、
と
お
話
に
な
ら
れ
た
。
皇
后
さ
ま
が
、
送
ら
れ
た
歌
に

関
す
る
批
評
を
お
聞
き
に
な
ら
れ
る
と
、
頼
家
は
褒
め
て
お
り
ま
す
と
申
し
上

げ
な
さ
る
。
皇
后
さ
ま
は
、
こ
の
あ
た
り
に
贈
り
主
が
い
る
な
ら
ば
と
仰
る
と
、

大お
ほ
い
と
の

殿
は
、
女
房
に
「
御
前
か
」「
御
前
か
」
と
問
い
た
だ
し
、
下
野
の
歌
と
わ

か
り
、
頼
家
に
告
げ
て
や
っ
た
と
い
う
顛
末
が
記
さ
れ
て
い
る
。

傍
線
部
「
大お
ほ
い
と
の殿
」
だ
が
、「
お
ほ
い
ど
の
」
と
は
、「
内
の
お
ほ
い
殿
」「
右

の
お
ほ
い
殿
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
、「
大
臣
」
の
称
で
あ
っ
て
、
皇

后
寛
子
父
、
主
家
の
「
殿
」
頼
通
を
、
こ
こ
で
女
房
が
官
職
で
待
遇
す
る
と
は

考
え
に
く
い
。
敬
避
表
現
の
延
長
上
に
読
め
ば
、「
お
ほ
い
殿
」
と
い
う
官
職

名
の
み
で
待
遇
さ
れ
る
の
は
、「
権
大
納
言
」
か
ら
「
大
臣
」
に
昇
っ
た
師
実

と
な
ろ
う
。
師
実
は
、
康
平
三
年
（
一
〇
六
〇
）
年
七
月
内
大
臣
、
五
年
後
の

康
平
八
年
六
月
に
は
、
頼
宗
薨
去
で
空
席
に
な
っ
た
右
大
臣
に
就
い
て
い
る

（
な
お
、
後
三
条
天
皇
の
延
久
元
年
〈
一
〇
六
九
〉
に
左
大
臣
）。
頼
家
風
情
の
他
愛
な

い
歌
語
り
を
皇
后
寛
子
に
披
露
す
る
の
は
、
六
十
歳
を
と
う
に
過
ぎ
て
い
る
関

白
頼
通
よ
り
も
、
若
々
し
い
師
実
が
ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
、
皇
后
寛
子
と
の
対

座
に
、
下
野
集
で
は
、
頼
通
に
傍
線
部
の
よ
う
な
謙
譲
語
は
使
用
さ
れ
な
い
。

当
の
頼
家
は
、
源
頼
光
の
子
で
頼
通
の
家
司
を
つ
と
め
、
い
わ
ゆ
る
和
歌
六

人
党
の
一
人
と
さ
れ
る
ほ
ど
の
歌
人
で
あ
る
し
、
皇
后
御
前
で
、
大
臣
師
実
が

話
題
に
し
て
く
れ
た
と
い
う
、
下
野
に
は
晴
れ
が
ま
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
ろ

う
。
そ
の
こ
と
を
下
野
は
ぜ
ひ
と
も
書
き
と
め
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
き

ほ
ど
の
、
富
家
殿
の
障
子
歌
を
詠
ん
だ
と
お
ぼ
し
い
筑
前
の
歌
も
記
さ
な
い
と

同
様
に
、
返
歌
さ
れ
た
と
い
う
頼
家
歌
を
家
集
に
は
記
さ
な
い
。

た
だ
し
、
女
房
の
主
人
格
で
「
殿
」
に
あ
た
る
人
が
、
官
職
名
で
表
現
さ
れ

る
例
だ
が
、
稀
に
は
見
え
る
。
そ
れ
は
、
文
脈
上
の
必
然
性
を
帯
び
て
い
る
場

合
と
思
わ
れ
る
。
私
が
印
象
的
な
例
と
し
て
記
憶
し
て
い
る
の
は
、「
永
承
五

年
四
月
廿
六
日
前
麗
景
殿
女
御
歌
絵
合
」
で
あ
り
、
歌
合
日
記
は
誰
が
記
し
た

か
、
と
い
う
問
題
と
も
か
ら
み
あ
う
。
林
マ
リ
ヤ
氏
「
前
麗
景
殿
女
御
歌
合
に

つ
い
て
―
仮
名
日
記
作
者
と
冊
子
絵
―
」
が
、
仮
名
日
記
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
の
を
、
以
下
本
稿
に
必
要
な
箇
所
に
の
み
触
れ
る
。

延
子
女
房
た
ち
が
、
春
の
つ
れ
づ
れ
を
お
慰
め
す
る
た
め
に
、
あ
り
き
た
り

で
は
な
い
勝
負
ご
と
を
し
よ
う
と
話
し
あ
っ
た
結
果
、「
古
今
」「
後
撰
」
の
古

歌
に
、
新
作
歌
の
「
鶴
」「
卯
の
花
」「
月
」
の
三
題
三
首
を
加
え
、
歌
と
絵
で

競
お
う
と
い
う
新
趣
向
に
決
ま
っ
た
、
と
あ
る
。

三
題
に
つ
い
て
、「
郭
公
こ
そ
あ
る
べ
き
ほ
ど
な
れ
ど
、
大お
ほ
と
の殿
の
歌
合
の
題

な
れ
ば
、鶴
に
か
へ
た
る
な
り
」（
十
巻
本
歌
合
に
よ
る
。左
傍
線
部
二
十
巻
本
も
同
じ
）

と
記
し
て
い
る
。「
大お
ほ
と
の殿
の
歌
合
」
と
あ
る
の
は
、
ま
も
な
く
催
さ
れ
る
「
永

承
五
年
六
月
五
日
庚
申
祐
子
内
親
王
歌
合
」
を
指
し
、
関
白
頼
通
が
実
質
的
な

主
催
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
歌
合
の
「
桜
・
郭
公
・
鹿
」
題
に
抵
触
す
る
と
い

う
の
で
、「
鶴
」
題
に
し
た
と
い
う
。

「
大お
ほ
と
の殿

の
歌
合
」
と
あ
る
が
、
頼
通
に
、
通
称
の
「
お
ほ
と
の
」（
＝
単
独
で

（
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）
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の
使
用
）
呼
称
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
延
子
の
父
内
大
臣
頼
宗
を
「
殿
」
と
呼

称
す
る
立
場
の
女
房
が
、
識
別
の
た
め
に
「
大お
ほ
と
の殿
」
呼
称
し
た
と
思
わ
れ
る
。

女
房
二
十
人
を
十
人
ず
つ
に
分
け
て
準
備
す
る
と
い
う
大
が
か
り
な
歌
絵
合

と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
仮
名
日
記
の
後
文
で
は
、
そ
の
頼
宗
に
対
し
て
、

「
大お
お
き
と
の殿
は
つ
つ
ま
せ
給
ふ
御
姿
な
れ
ど
、
上
﨟
も
の
し
給
ふ
と
て
、
忍
び
あ
へ

さ
せ
給
は
ず
」（
傍
線
部
、
二
十
巻
本
は
「
大お

お
い
と
の殿」）
と
あ
る
。「
つ
つ
ま
せ
給
ふ
御
姿
」

と
は
、『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
に
萩
谷
氏
が
説
明
す
る
よ
う
に
、
頼
宗
が
、
母

源
明
子
の
服
喪
中
の
こ
と
を
い
う
（
前
年
七
月
二
十
二
日
薨
去
）。

こ
の
歌
合
に
来
賓
し
た
「
上
﨟
」
た
ち
と
は
、仮
名
日
記
に
「
源
大
納
言
殿
・

小
野
宮
の
中
納
言
・
左
衛
門
督
・
新
中
納
言
・
中
宮
権
大
夫
・
右
大
弁
・
左
大

弁
・
三
位
侍
従
」（
甥
の
源
師
房
・
息
子
の
兼
頼
・
源
隆
国
・
息
子
の
俊
家
・
経
輔
・
源

経
長
・
源
資
通
・
孫
の
源
基
平
）
と
あ
る
公
卿
た
ち
を
指
す
。
さ
ら
に
、
競
馬
の
定

か
ら
殿
上
人
た
ち
も
八
九
人
ひ
き
連
れ
て
や
っ
て
来
た
と
あ
る
。
歌
合
を
盛
り

あ
げ
る
来
賓
者
た
ち
の
前
に
、
服
喪
中
で
あ
り
な
が
ら
、
頼
宗
は
つ
い
出
て
し

ま
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、「
お
ほ
い
と
の
（
＝
当
時
内
大
臣
）」
と
い
う
官
職

名
の
呼
称
に
な
る
。
頼
宗
は
決
し
て
来
賓
た
ち
全
員
に
と
っ
て
の
「
殿
」
で
は

な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
歌
絵
合
、
長
元
五
年
の
上
東
門
院
菊
合
、
天
喜
四
年
四
条

宮
春
秋
歌
合
と
い
う
三
つ
の
歌
合
に
見
え
る
仮
名
日
記
に
つ
い
て
、
萩
谷
朴
氏

は
、
峯
岸
義
秋
氏
の
説
を
受
け
て
、
伊
勢
大
輔
作
で
は
な
い
か
と
す
る
。
久
保

木
哲
夫
氏
は
疑
問
を
投
げ
か
け
、
春
秋
歌
合
に
つ
い
て
は
否
定
さ
れ
た
が
、
そ

れ
を
受
け
、
林
マ
リ
ヤ
氏
は
、
歌
絵
合
の
日
記
作
者
に
つ
い
て
、
延
子
の
養
母

一
品
宮
修
子
内
親
王
の
女
房
で
あ
っ
た
相
模
と
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

検
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
仮
名
日
記
の
作
者
が
相
模
な
ら
ば
、
修
子
内
親
王

亡
き
後
、
頼
宗
邸
で
催
さ
れ
た
延
子
の
歌
絵
合
に
、
頼
通
を
「
お
ほ
殿
」
呼
称

し
て
、
暗
に
頼
宗
を
「
殿
」
扱
い
に
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
、

「
絵
合
」
の
仮
名
日
記
作
者
が
伊
勢
大
輔
で
あ
る
な
ら
、
頼
通
を
「
大お
ほ
と
の殿
」
呼

称
し
て
、
頼
宗
の
「
殿
」
を
顕
在
化
さ
せ
る
表
現
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

下
野
集
に
も
ど
り
た
い
。
最
後
に
、「
頼
通
」
欄
の
、
155
番
歌
の
「
殿
も
聞

か
せ
給
ひ
て
笑
は
せ
給
ふ
」
に
つ
い
て
採
り
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　

�

東
三
条
殿
に
お
は
し
ま
す
に
、
八
月
十
五
夜
、
今
宵
に
た
が
は
ず

月
の
明あ
か

け
れ
ば
、
出
で
て
、
女
房
た
ち
遊
ぶ
に
、
人
々
の
あ
り
く

気
色
を
聞
き
て
遣
戸
を
立
つ
る
を
、
寄
り
て
の
ぞ
け
ば
、
台
盤
に

赤
き
杯つ
き

ど
も
を
据
ゑ
た
り
。
果
て
た
る
な
め
り
、
も
の
も
な
し
。

少
し
退の

き
て
、
資
良
居
て
、
さ
ら
ぬ
顔
に
て
、「
今
宵
の
月
、
白

河
殿
い
み
じ
か
ら
む
、
見
ば
や
」
と
言
ふ
。
帰
り
て
、
言
ひ
遣
る
、

　

155　

水
を
浅�

み
白
河
な
ら
で
見
ゆ
る
か
な
あ
か
つ
き
に
は
残
る
も
の
な
く

　
　
　
　
　

�

殿
も
聞
か
せ
給
ひ
て
笑
は
せ
給
ふ
。
人
々
も
と
笑
ふ
。「
御お
ま
へ前
の

歌
の
高
名
す
る
ま
ま
に
、
資
良
が
台
盤
の
顕
は
る
る
こ
そ
わ
び
し

く
」、
と
言
ふ
こ
そ
も
の
狂
ほ
し
け
れ
。

下
野
た
ち
は
庭
に
降
り
た
っ
て
、
台
盤
の
置
か
れ
た
男
性
た
ち
の
部
屋
を
覗

き
見
す
る
。
赤
い
杯
に
お
酒
な
く
、
飲
み
終
え
た
後
ら
し
い
。
そ
こ
に
資
良
が
、

「
白
河
殿
の
十
五
夜
の
月
は
す
ば
ら
し
か
ろ
う
、
見
た
い
も
の
だ
」
と
い
う
。

下
野
は
、「
赤
き
杯つ
き

」
に
白
い
お
酒
が
残
っ
て
い
ず
、
白
河
の
月
見
と
は
見
え

な
い
と
、
資
良
に
歌
を
言
い
お
く
る
。
そ
れ
を
「
殿
」
も
聞
か
れ
て
お
笑
い
に

な
っ
た
、
と
あ
る
。
諸
注
釈
書
に
、「
殿
」
は
「
頼
通
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、

『
研
究
（
八
）』
の
み
は
、
こ
こ
の
「
殿
」
は
、「
師
実
と
解
す
る
ほ
う
が
妥
当

で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。110
、 

111
番
歌
の
、東
三
条
殿
の
前
栽
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
お
い
て
、
師
実
は
「
殿
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
て
、
同
じ
東
三
条
殿
で
の
出

来
事
で
あ
る
か
ら
、「
殿
」
は
師
実
と
解
し
て
お
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
12
）

（ 42 ）

都留文科大学研究紀要　第94集（2021年10月）



し
か
し
、
110
、 

111
番
歌
で
は
、
最
初
に
、
長
い
詞
書
が
あ
る
が
、

　
　

�

大
納
言
殿
、「
宮
の
御
前せ
ん

の
前
栽
、
丈
高
し
」
と
て
、
笑
ひ
申
さ
せ
給

ひ
て
、

と
は
じ
ま
る
。
そ
し
て
、
知
ら
れ
ず
に
前
栽
を
植
え
替
え
よ
う
と
挑
み
、
実
行

に
移
す
。
夜
ご
と
に
女
房
た
ち
は
見
張
り
し
、
壺
に
入
る
遣
戸
に
砂
を
置
い
て

音
が
出
る
よ
う
に
し
、
下
野
が
見
張
り
す
る
番
、
音
を
聞
き
つ
け
見
破
っ
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。そ
の
時
に
、「
外
に
殿
の
御
声
も
し
て
、笑
は
せ
給
ふ
な
り
」

と
「
殿
」
と
表
現
し
た
も
の
。「
大
納
言
殿
」
が
ま
ず
提
示
さ
れ
て
、
そ
の
後

に
省
略
し
た
「
殿
」
で
あ
る
。「
又
の
日
、
大
納
言
殿
の
参
ら
せ
給
ひ
て
、
…
…
」

と
、
姉
の
皇
后
に
昨
夜
の
一
件
を
、
見
破
ら
れ
た
長
房
の
名
前
も
出
し
、「
か

か
る
剛
の
者
（
＝
下
野
）
の
守
り
し
け
る
夜
し
も
、
な
ど
て
し
つ
ら
む
」
と
申

し
て
い
た
と
、「
申
さ
せ
給
ふ
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
、
逆
に
、
下
野
ら
寛
子
女

房
た
ち
は
、
師
実
の
住
む
東
三
条
殿
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
入
っ
て
し
る
し
を

置
こ
う
、
と
挑
戦
す
る
。

東
三
条
殿
で
は
、
女
房
が
入
ら
ぬ
よ
う
に
、
牛
ま
で
立
て
て
防
い
だ
が
、
臆

せ
ず
に
東
の
対
に
入
り
こ
み
、
格
子
の
も
と
に
十
人
ほ
ど
寝
入
り
、「
母
屋
に
、

殿
は
い
と
顕
は
に
御
几
帳
う
ち
上
げ
て
寝
さ
せ
給
へ
り
」
と
111
番
歌
に
続
い
て

い
く
。
こ
れ
も
、
文
脈
上
で
簡
略
し
た
「
殿
」
で
あ
ろ
う
。
女
房
た
ち
の
み
の

空
間
で
は
、
師
実
は
二
重
敬
語
で
待
遇
さ
れ
て
い
る
が
、
四
条
宮
の
い
る
空
間

で
は
、
謙
譲
語
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

対
し
て
、
155
番
歌
の
「
殿
」
は
、
四
条
宮
が
い
る
〈
場
〉
で
あ
り
な
が
ら
、「
殿

も
聞
か
せ
給
ひ
て
笑
は
せ
給
ふ
」
と
二
重
敬
語
で
待
遇
さ
れ
、
頼
通
そ
の
人
を

指
す
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

下
野
集
に
お
い
て
、
頼
通
や
師
実
の
よ
う
に
、
名
指
し
さ
れ
ず
に
、
官
職
名

や
邸
宅
名
を
添
え
る
敬
避
表
現
が
採
ら
れ
て
い
る
人
々
は
、
少
な
く
て
以
下
の

四
人
で
あ
る
。
歌
番
号
と
名
前
を
示
す
。

・
25
「�

二
位
中
将
殿
」  

永
承
～
天
喜
年
間
、
藤
原
能
長
、
源
俊
房
、
藤
原

忠
家
の
三
人
の
い
ず
れ
か
と
さ
れ
る
。
な
お
、
源
俊
房
は
頼
通
の
養

子
。

・
77
「�

民
部
卿
」　

春
秋
歌
合
の
右
方
頭
。
長
家
（
源
明
子
腹
、
道
長
正
室
源
倫

子
の
養
子
。
時
に
権
大
納
言
）。

・
79
「
院
の
中
将
」　

源
信
宗
。
小
一
条
院
と
瑠
璃
女
御
（
下
野
の
姉
）
の
子
。

・
105
「�

三
条
の
中
納
言
の
上
」　

三
条
中
納
言
は
、
能
信
養
子
の
能
長
（
実
父

は
頼
宗
）。「
上
」
に
つ
い
て
は
、
宇
多
源
氏
源
済
政
女
（
白
河
天
皇
女

御
道
子
の
母
）
か
、
花
山
天
皇
の
子
昭
登
親
王
女
か
、
と
い
う
（『
叢

書
』）。
信
濃
と
連
れ
だ
ち
訪
問
す
る
親
し
さ
か
ら
、
前
者
か
。

大
納
言
・
中
納
言
・
参
議
な
ど
公
卿
で
あ
っ
て
も
、
前
述
の
「
経
長
大
納
言
」

の
よ
う
に
、
名
前
が
付
さ
れ
る
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

・
源
隆
国
…
…
78
「
あ
な
た
方
の
大
夫
隆
国
の
も
と
に
」。
隆
国
は
、
寛
子

　
　
　
　

立
后
時
か
ら
権
中
納
言
で
皇
后
宮
大
夫
を
兼
ね
た
。
治
暦
三
年
（
一

　
　
　
　
　

〇
六
七
）、
権
大
納
言
と
な
る
。

・
源
隆
俊
…
…
隆
国
男
。
157
「
内
裏
の
御
祈
り
に
、
隆
俊
の
中
納
言
伊
勢
に

　
　
　
　

�

下
り
て
」  

康
平
八
年
（
一
〇
六
五
）
四
月
十
四
日
の
祈
願
（『
伊
勢
公
卿

勅
使
雑
例
』）、
時
に
参
議
右
大
弁
。
治
暦
元
年
十
二
月
八
日
任
権
中

納
言
、
翌
二
年
十
二
月
皇
后
宮
権
大
夫
。

・
源
経
成
…
…
116 

「「
な
ぞ
な
ぞ
が
た
り
の
歌
一
つ
と
」
と
中
納
言
経
成
の

　
　
　
　

請
ひ
給
へ
ば
」。
経
成
の
中
納
言
は
、
康
平
四
年
（
一
〇
六
一
）
～
治

　
　
　
　

暦
二
年
（
一
〇
六
六
）
七
月
薨
じ
る
ま
で
。

隆
国
は
、
権
中
納
言
の
地
位
、
源
高
明
孫
、
俊
賢
の
子
ゆ
え
に
、
名
指
し
せ

ず
と
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
寛
子
皇
后
宮
大
夫
職
は
、
治
暦
元
年

（ 43 ）
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（
一
〇
六
五
）
十
一
月
に
辞
す
。
翌
二
年
権
中
納
言
源
経
長
が
権
大
夫
か
ら
大
夫

に
な
る
。
そ
の
経
長
は
、
延
久
三
年
（
一
〇
七
一
）
病
に
よ
り
寛
子
太
皇
太
后

大
夫
職
他
を
辞
す
ま
で
続
い
た
。
名
前
を
記
す
こ
と
で
、
そ
の
人
と
ま
ぎ
れ
ず

に
指
し
し
め
す
こ
と
が
で
き
る
側
面
が
あ
ろ
う
。

下
野
集
で
は
、
皇
后
寛
子
の
宮
司
が
多
く
登
場
す
る
。
大
進
為
仲
、
大
進
高

房
、
大
進
・
権
亮
資
良
、
権
亮
顕
家
、
亮
師
基
な
ど
で
あ
る
。
殿
上
人
と
し
て

登
場
し
て
、
後
に
宮
司
に
な
っ
た
人
物
も
見
え
る
。
宮
司
は
源
隆
国
・
隆
俊
父

子
、
源
経
長
を
は
じ
め
、
皆
が
名
前
を
付
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
出
羽
弁

集
に
は
「
大
夫
」「
権
の
大
夫
」「
宮
亮
」「
正
亮
」
と
あ
り
、
名
前
を
付
さ
な
い
。

出
羽
弁
は
、
後
冷
泉
天
皇
中
宮
章
子
に
仕
え
た
女
房
。
久
保
木
哲
夫
氏
は
、『
出

羽
弁
集
新
注
』（
青
簡
舎　

二
〇
一
〇
）
解
説
で
、
出
羽
弁
集
は
、
永
承
六
年
（
一

〇
五
一
）
春
～
秋
と
い
う
短
期
間
の
歌
を
集
め
た
家
集
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

二
十
年
ほ
ど
の
和
歌
が
収
め
ら
れ
た
下
野
集
は
、
活
躍
時
期
と
編
纂
時
と
の
時

間
差
ゆ
え
、
そ
の
人
と
名
指
し
す
る
必
要
性
も
加
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

と
と
も
に
、
天
皇
や
中
宮
の
前
以
外
で
は
、
臣
下
を
官
職
名
で
呼
称
す
る
と
枕

草
子
に
見
え
た
が
、
下
野
集
が
四
条
宮
寛
子
に
提
出
さ
れ
る
べ
く
編
ま
れ
た
と

い
う
事
情
も
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

森
野
宗
明
氏
は
、
十
一
世
紀
中
期
以
降
に
な
る
と
、
国
語
資
料
と
し
て
依
拠

す
る
に
足
る
作
品
に
乏
し
い
が
、
下
野
集
に
つ
い
て
、
十
一
世
紀
初
頭
と
は
異

な
る
新
た
な
敬
語
が
見
え
る
と
指
摘
し
て
い
る
（「「
四
条
宮
下
野
集
」
に
お
け
る
敬

語
―
中
古
末
に
お
け
る
待
遇
語
彙
に
つ
い
て
―
」『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
・
人
文
科
学
篇
』

４　

一
九
六
七
・
二
）。
さ
ら
に
、「
宮
仕
え
女
房
の
日
記
類
で
は
、
一
一
世
紀
後

半
以
降
の
も
の
に
は
、
出
自
の
高
い
人
物
に
対
し
て
で
も
〈
官
位
名
＋
実
名
〉

呼
称
を
適
用
す
る
例
が
や
や
増
加
す
る
。
ま
た
「
四
条
宮
下
野
集
」
の
よ
う
に
、

「
経
信
」
の
よ
う
に
実
名
呼
び
捨
て
の
例
も
若
干
ま
じ
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

一
一
世
紀
前
半
以
前
と
は
や
や
異
な
る
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
（「
古
代
の
敬
語

Ⅱ
」『
講
座
国
語
史
５　

敬
語
史
』
大
修
館　

一
九
七
一
）。
敬
語
史
を
広
く
踏
ま
え
て

考
え
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
の
個
性
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
も
同
時
に
求
め
ら
れ
て
こ
よ
う
。

  

三
　
康
資
王
母
集
、
人
物
提
示
の
工
夫

　
　
　
　
―
―
「
殿
」
は
誰
を
指
す
か
―
―

「
康
資
王
母
集
」
と
い
う
家
集
名
は
、
筑
前
が
、
花
山
天
皇
の
孫
延
信
王
と

結
婚
し
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
康
資
王
の
名
に
よ
る
。
下
野
集
に
は
、「
筑
前
」

の
女
房
名
で
あ
っ
た
。
父
高
階
成
順
の
筑
前
守
に
よ
る
召
し
名
で
あ
っ
た
。
私

家
集
大
成
・
新
編
私
家
集
大
成
「
康
資
王
母
集
」
の
底
本
は
、「
基
時
」
奥
書

を
も
つ
龍
谷
大
学
蔵
本
で
あ
る
。

久
保
木
哲
夫
・
花
上
和
広
『
康
資
王
母
集
注
釈
』（
日
本
古
典
文
学
会
・
貴
重
本

刊
行
会　

一
九
九
六
）
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
伝
定
家
筆
本
「
伯
母
集
」

を
底
本
に
用
い
る
。「
伯
母
」
と
は
、
康
資
王
が
神
祇
伯
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
。「
伯
母
集
」
は
影
印
翻
刻
さ
れ
、
そ
の
解
説
に
は
、
全
巻
「
定
家
筆
」

と
認
定
す
る
が
、『
康
資
王
母
集
注
釈
』（
以
降
『
注
釈
』
と
略
称
）
の
解
説
に
は
、

「
特
徴
的
な
力
強
さ
が
な
く
、
定
家
の
真
筆
と
す
る
に
は
や
や
弱
い
」
が
、
冷

泉
家
の
『
集
目
録
』
に
「
伯
母
集
」
と
見
え
、
定
家
が
ど
こ
か
の
時
点
で
所
持

し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
歴
博
本
は
、
よ
り
定
家
筆
本
の
原
型
に
近
い
と
さ
れ

る
。
以
下
の
考
察
は
、
よ
っ
て
、『
注
釈
』
の
本
文
に
よ
る
も
の
と
し
た
い
。

『
注
釈
』
解
説
に
は
、
筑
前
が
四
条
宮
寛
子
に
出
仕
し
た
の
は
三
十
歳
前
後

に
な
っ
て
い
た
か
と
す
る
。
な
お
、
初
出
仕
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
喜

四
年
（
一
〇
五
六
）
四
月
の
四
条
宮
寛
子
の
「
春
秋
歌
合
」
に
、
右
の
方
人
と

（
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し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
家
集
に
常
陸
下
向
の
こ
と
が
見
え
る
が
、『
注
釈
』

は
、
森
元
元
子
氏
の
「
康
資
王
母
と
常
陸
介
基
房
」
に
よ
り
、
夫
延
信
王
が
亡

く
な
っ
た
後
に
常
陸
介
と
再
婚
し
た
ら
し
い
と
す
る
。
筑
前
の
養
女
安
芸
が
、

基
房
女
を
母
と
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
常
陸
介
と
は
「
藤
原
基
房
」
と
推
定
す

る
説
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
康
資
王
母
の
作
歌
活
動
に
つ
い
て
、

　

�

…
…
歌
会
や
歌
合
で
重
き
を
置
か
れ
、
彼
女
が
真
の
意
味
で
歌
人
と
し
て

活
躍
す
る
の
は
、
む
し
ろ
晩
年
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
有
名
な

寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
の
「
高
陽
院
七
番
歌
合
」、
嘉
保
三
年
（
一
〇
九
六
）

の
「
兵
衛
佐
師
時
歌
合
」、
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
の
「
堀
河
院
艶
書
合
」

と
、
い
ず
れ
も
七
十
歳
前
後
に
な
っ
て
か
ら
の
活
躍
が
目
立
つ
。
…
…
あ

る
意
味
で
は
晩
成
型
と
も
い
え
る
し
、
息
の
長
い
歌
人
だ
っ
た
と
も
い
え

る
だ
ろ
う
。

と
あ
る
。
な
お
、『
注
釈
』
補
遺
歌
に
導
か
れ
て
作
者
名
を
確
認
す
る
と
、
家

集
や
歌
合
な
ど
に
は
後
年
ま
で
「
筑
前
」
の
名
で
あ
る
が
、
勅
撰
集
や
私
撰
集

で
は
「
康
資
王
母
」
の
名
に
な
っ
て
い
る
。

家
集
の
詠
作
年
次
が
明
ら
か
、
も
し
く
は
推
定
で
き
る
和
歌
に
つ
い
て
、『
注

釈
』
解
説
内
の
年
表
に
列
挙
さ
れ
る
が
、
そ
の
最
初
と
最
後
は
、

・
二
四
・
二
五
番
歌
…
…
康
平
三
年
（
一
〇
六
〇
）
秋
。
師
実
と
の
前
栽
騒
動
。

　
　

長
房
の
少
将
の
期
間
。

・
一
四
二
・
一
四
三
番
歌
…
…
長
治
三
年
（
一
一
〇
六
）
三
月
。
匡
房
の
大

　
　

宰
権
帥
再
任
。　

と
な
る
。
最
初
の
前
栽
騒
動
は
、
下
野
集
100
～
114
番
歌
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
る

推
定
で
は
あ
る
が
、
右
の
期
間
内
だ
け
で
も
、
四
十
七
年
に
及
ぶ
和
歌
活
動
が

見
え
る
こ
と
に
な
り
、
下
野
集
が
含
む
年
数
の
約
二
倍
と
な
る
。

康
資
王
母
集
の
構
成
に
つ
い
て
は
、『
私
家
集
大
成
』
の
解
題
で
後
藤
祥
子

氏
が
、

　

�

集
は
自
撰
と
思
わ
れ
、
そ
の
内
容
は
大
ざ
っ
ぱ
に
晴
の
歌
と
褻
の
歌
（
四

三
番
歌
以
下
）
に
分
か
れ
、
晴
の
歌
の
中
で
は
堀
河
帝
か
ら
四
条
宮
、
摂

関
家
、
殿
上
、
大
臣
家
と
い
う
様
に
順
序
だ
て
、
私
所
歌
合
を
末
尾
に
お

い
て
い
る
。
褻
の
歌
群
は
、
春
夏
秋
冬
、
雑
、
旅
、
哀
傷
、
釈
教
、
慶
賀

な
ど
、
部
立
は
な
い
が
勅
撰
集
に
準
じ
た
配
列
を
試
み
て
お
り
、
制
作
年

代
に
よ
る
配
慮
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
す
る
。『
注
釈
』
も
支
持
し
て
い
る
。

長
期
間
に
わ
た
る
和
歌
を
お
さ
め
た
自
撰
家
集
な
の
だ
が
、
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
に
詠
歌
時
を
示
し
、
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
家
集
を
進
め
る

い
わ
ば
語
り
手
と
も
と
れ
る
立
場
性
は
、
詞
書
に
現
れ
て
く
る
の
だ
が
、
晴
の

歌
群
に
特
に
時
と
人
と
を
示
す
工
夫
が
見
え
る
。

家
集
一
・
二
番
歌
の
詞
書
に
注
目
し
た
い
。
以
下
、
本
文
引
用
は
『
注
釈
』

に
よ
り
、
歌
番
号
は
算
用
数
字
に
変
え
た
。

　

1　

今
の
御
時
、
歌
の
心
知
れ
ら
む
男
、
女
の
中
に
、
言
ひ
は
じ
む
る
文
、

　
　
　
　

お
の
お
の
に
や
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば 　
　

春
宮
大
夫　
（
歌
略
） 

　

2　

返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

開
口
一
番
に
、
ま
ず
は
「
今
の
御
時
」
と
堀
河
天
皇
の
御
代
（
一
〇
八
六
～
一

一
〇
七
）
と
明
示
し
、「
艶
書
合
」
の
歌
を
置
い
て
い
る
。
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）

閏
五
月
二
日
と
七
日
と
に
内
裏
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、『
注
釈
』
は
、「
二
日
に

男
が
女
へ
懸
想
の
歌
を
贈
り
、
女
が
返
歌
を
し
た
。
七
日
は
、
女
が
男
に
恨
み

の
歌
を
贈
り
、
男
が
返
歌
を
し
た
。
前
番
は
十
番
二
十
首
、
後
番
も
二
十
首
と

番
外
の
恋
歌
八
首
か
ら
成
る
」
と
説
明
す
る
。
そ
の
歌
合
関
係
歌
が
、
6
番
歌

ま
で
続
く
。
こ
う
し
て
家
集
は
、
堀
河
天
皇
時
代
を
「
今
」
と
し
て
編
ん
で
ゆ

く
こ
と
に
な
る
。
康
和
四
年
、
四
条
宮
寛
子
は
健
在
だ
が
、
師
実
は
前
年
に
薨

（
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去
。7

番
歌
以
降
に
は
、
次
の
よ
う
に
出
仕
先
で
あ
る
「
四
条
宮
」
関
係
和
歌
を

記
し
て
ゆ
く
が
、
示
さ
れ
た
時
は
、
＊
印
の
よ
う
に
な
る
。

　

7　

四�

条
の
宮
拝
礼
、
雪
の
降
り
し
年　
　
　

＊
正
月
大
饗
の
拝
礼
、
後
冷

泉
天
皇
時
代
。

　

8　

同�
じ
宮
の
御
住
吉
詣
で
に　
　
　

＊
四
条
宮
が
師
実
・
麗
子
夫
妻
と
と
も

に
住
吉
天
王
寺
参
詣
。
白
河
天
皇
の
応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
九
月
十
二
日

に
出
立
。

　

9　

同�

じ
宮
の
扇
合
に
、
鹿　
　
　

＊
堀
河
天
皇
の
寛
治
三
年
（
一
〇
八
九
）

八
月
二
十
三
日
、
宇
治
で
の
「
太
皇
太
后
宮
寛
子
扇
歌
合
」。

　

10　

殿
上
人
あ
ま
た
参
り
て
、
梅
の
香
衣
に
移
る
と
い
ふ
題
を
詠
む
に   

　
　
　
　

�

＊
何
の
説
明
も
な
く
「
殿
上
人
あ
ま
た
」
参
上
か
ら
、
後
冷
泉
天
皇
時
代
。

7
～
10
番
歌
は
、
＊
印
で
示
し
た
よ
う
に
、
時
は
、
後
冷
泉
―
白
河
―
堀
河
―

後
冷
泉
天
皇
時
代
と
大
き
く
変
わ
る
。
1
番
歌
の
「
今
の
御
時
」
と
堀
河
天
皇

に
設
定
を
し
た
後
に
、
過
去
の
時
点
の
和
歌
を
、
7
番
歌
「
四
条
宮
の
拝
礼
」

か
ら
、
8
・
9
番
歌
「
同
じ
宮
の
」、
10
番
歌
「
殿
上
人
あ
ま
た
参
り
て
」
と

記
す
だ
け
で
、
寛
子
関
係
和
歌
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

続
く
11
・
12
番
の
贈
答
歌
は
、

　
　
　
　

宮
の
宇
治
殿
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
、
殿
参
ら
せ
給
ひ
て
、
女
房
さ

　
　
　
　
　

そ
は
せ
給
ひ
て
、
を
ぐ
ら
見
せ
さ
せ
給
ふ
、
そ
れ
よ
り
や
が
て
帰

　
　
　
　
　

ら
せ
給
う
て
、
京
よ
り
お
く
ら
れ
た
る

11　

春
な
れ
ば
花
の
都
へ
帰
る
間
に
を
ぐ
ら
の
里
は
霞
隔
て
つ

　
　
　
　

御
返
し

12　

見
捨
て
つ
る
人
の
心
も
見
ゆ
ば
か
り
こ
の
里
の
花
と
き
は
な
ら
な
む

詞
書
に
、「
殿
参
ら
せ
給
ひ
て
」
と
み
え
る
。
こ
の
「
殿
」
は
誰
を
指
す
の
で

あ
ろ
う
か
。

『
注
釈
』
で
は
、「
宮
」
つ
ま
り
皇
后
寛
子
関
係
の
「
殿
」
と
し
て
、
父
藤
原

頼
通
を
あ
て
て
い
る
。
11
番
の
歌
が
採
ら
れ
た
、
夫
木
抄
に
、

　
　
　
　

ぬ
の
び
き
の
滝
、
摂
津

　
　
　
　
　

御
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治
入
道
関
白

　

さ
ら
し
け
る
か
ひ
も
あ
る
か
な
山
ひ
め
の
た
づ
ね
て
き
つ
る
布
び
き
の
滝

　
　
（
一
二
三
三
七
）

  　
　
　

 

を
ぐ
ら
の
里
、
巨
倉
、
宇
治
也
、
山
城

　
　
　
　
　

御
集
、
宇
治
よ
り
京
へ
わ
た
ら
せ
給
ふ
と
て　

宇
治
入
道
関
白

　

春
な
れ
ば
花
の
み
や
こ
に
か
へ
る
ま
に
を
ぐ
ら
の
さ
と
の
霞
み
ぬ
る
か
な

　
　
（
一
四
五
八
六
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
御
集
」
を
現
在
で
は
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
頼
通
の
家
集

と
読
ん
だ
。
で
は
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
首
、「
さ
ら
し
け
る
」
の
歌
は
、『
栄

花
』
巻
三
九
「
布
引
の
滝
」
巻
に
師
実
歌
と
あ
る
。「
京
極
大
殿
御
集
」（
冷
泉

家
時
雨
亭
叢
書
『
承
空
本
私
家
集　

中
』）
も
刊
行
さ
れ
て
、
師
実
の
歌
と
し
て
見
え

る
。
秋
風
集
に
も
採
ら
れ
て
い
て
、「
宇
治
入
道
前
関
白
」
の
名
で
三
首
中
の

二
首
は
、
頼
通
関
係
の
歌
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
秋
風
集
が
、「
春
な
れ
ば
」
の

作
者
名
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
般
的
に
「
殿
」
呼
称
は
、
枕
草
子
で
は
、
清
少
納
言
が
仕
え
る
中
宮
定
子

父
の
道
隆
を
指
し
、
紫
式
部
日
記
で
は
、
中
宮
彰
子
の
父
道
長
を
指
す
よ
う
に
、

主
家
の
長
を
指
す
。『
栄
花
』
正
編
で
は
、「
殿
」
は
場
面
が
描
か
れ
れ
ば
、
そ

の
家
の
「
殿
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
「
殿
」
呼
称
さ
れ
る
。
そ
れ
で

も
、
正
編
で
は
、
道
長
た
だ
一
人
を
指
す
呼
称
と
し
て
、「
殿
の
御
前
」
呼
称

が
あ
る
。

康
資
王
母
集
に
お
い
て
は
、
最
初
に
、「
今
の
御
時
」
と
堀
川
天
皇
御
代
に

（
16
）

（
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）
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時
を
お
い
た
。
そ
の
時
の
「
殿
」
は
誰
か
、
家
集
か
ら
、「
殿
」
呼
称
に
あ
た

る
と
、

　
　
　
　

殿
の
肥
後
の
家
に
、
説
教
聞
き
侍
り
し
、
も
み
ぢ
散
り
、
を
か
し

　
　
　
　
　

き
夜
の
気
色
に
て

127　

今
宵
こ
そ
罪
も
あ
ら
し
に
散
り
ぬ
ら
め
落
つ
る
木
の
葉
と
諸も
ろ

心
に
て

　
　
　
　

返
し
覚
え
ず

と
あ
る
。『
注
釈
』
に
、
肥
後
は
、
最
初
は
師
実
に
仕
え
て
「
殿
の
肥
後
」「
大

殿
の
肥
後
の
君
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
後
に
師
実
夫
妻
が
養
女
と
し
て
い
た
令
子

内
親
王
（
白
河
天
皇
皇
女
、
母
は
賢
子
）
に
仕
え
た
の
で
、「
前
斎
院
肥
後
」「
二
条

太
皇
太
后
宮
肥
後
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
な
お
、『
肥
後
集

全
注
釈
』
に
は
、
肥
後
集
の
詠
作
年
時
が
わ
か
る
歌
は
、
関
白
師
実
に
仕
え
て

い
た
こ
ろ
の
歌
が
多
く
見
ら
れ
、
師
実
薨
去
の
翌
年
に
行
わ
れ
た
「
堀
河
艶
書

歌
合
」
が
最
下
限
の
歌
で
あ
る
ら
し
い
と
い
う
。
す
る
と
、
127
番
詞
書
の
「
殿
」

は
師
実
と
し
て
問
題
な
い
。

康
資
王
母
集
の
11
・
12
番
に
も
ど
る
。
下
野
集
に
は
、
大
納
言
師
実
が
宇
治

に
女
房
た
ち
と
一
緒
に
出
か
け
る
和
歌
が
見
え
た
（
90
～
94
番
歌
）。
11
番
詞

書
の
「
殿
」
も
、
女
房
た
ち
を
「
を
ぐ
ら
」
見
物
に
連
れ
出
す
サ
ー
ビ
ス
ぶ
り

や
、
京
に
も
ど
る
と
今
度
は
歌
を
送
っ
て
く
る
な
ど
、
い
か
に
も
若
々
し
い
行

動
が
み
ら
れ
る
。
寛
子
立
后
時
に
は
六
十
歳
に
な
っ
て
い
た
関
白
頼
通
と
は
解

し
に
く
く
、
師
実
を
指
す
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

続
く
、
頼
通
が
関
係
す
る
13
・
14
番
歌
か
ら
も
、
そ
れ
は
頷
け
る
。
康
資
王

母
が
四
条
宮
女
房
と
し
て
詠
ん
だ
歌
が
、
頼
通
に
よ
り
賞
賛
さ
れ
た
と
い
う
名

誉
を
記
し
た
も
の
で
、
こ
の
家
集
中
、
最
も
長
文
で
詞
書
と
歌
の
事
後
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

臨
時
祭
の
御
物
忌
な
り
け
れ
は
、
宵
に
上
達
部
参
り
、
籠
り
給
ひ

　
　
　
　
　

て
、
こ
の
御
方
に
て
遊
び
給
ふ
、
歌
あ
る
べ
し
な
ど
定
め
ら
る
る

　
　
　
　
　

ほ
ど
に
、
帰
る
雁
の
鳴
き
し
を
、
や
が
て
こ
れ
を
題
に
て
、
御
簾

　
　
　
　
　

の
う
ち
に
も
詠
む
べ
き
な
り
と
能
長
の
宰
相
中
将
の
あ
り
し
か
ば

13　

雁
が
ね
の
花
の
折
し
も
帰
る
ら
む
尋
ね
て
だ
に
も
人
は
惜
し
む
に

　
　
　
　

そ
の
返
し           　
　
　
　
　
　

同
宰
相
中
将

14　

古
里
に
花
の
都
を
飛
び
過
ぎ
て
帰
る
雁
が
ね
思
ひ
や
る
か
な

　
　
　
　

こ
の
歌
を
宇
治
殿
聞
か
せ
給
ひ
て
、
経
長
の
大
納
言
を
御
使
ひ
に

　
　
　
　
　

て
、
昨よ

べ夜
の
こ
と
な
む
、
を
か
し
う
聞
か
せ
給
ふ
を
、
禄
あ
る
べ

　
　
　
　

き
こ
と
な
り
、
や
が
て
か
の
申
さ
す
る
こ
と
を
と
お
ほ
せ
ら
れ
た

　
　
　
　

り
し
か
ば
、
い
づ
れ
の
御
時
と
か
、
躬
恒
に
月
を
弓
張
り
と
言
ひ

　
　
　
　

�

け
る
は
何
の
ゆ
ゑ
ぞ
と
問
は
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
山
の
端
さ
し
て
い

れ
ば
な
り
け
り
と
申
し
て
侍
り
け
れ
ば
、
そ
の
つ
ら
に
こ
そ
候
は

ず
と
も
と
ぞ
御
返
り
申
し
侍
り
し

後
冷
泉
天
皇
の
「
臨
時
祭
の
御
物
忌
」（
歌
が
春
な
の
で
石
清
水
臨
時
祭
）
な
の

で
、
関
係
す
る
公
卿
た
ち
は
、
祭
の
日
の
前
夜
、
内
裏
に
参
籠
し
て
い
た
。
彼

ら
は
「
こ
の
御
方
」
皇
后
寛
子
方
で
、
管
弦
の
遊
び
を
す
る
。
歌
な
ど
詠
む
べ

き
な
ど
と
い
う
時
に
、
帰
る
雁
の
鳴
く
声
を
聞
い
て
、
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
題
に

し
、
御
簾
の
中
の
女
房
た
ち
も
詠
む
べ
き
で
あ
る
と
、「
能
長
の
宰
相
中
将
」

が
言
っ
た
の
で
、
康
資
王
母
は
13
番
歌
を
詠
み
、
そ
れ
に
能
長
は
返
歌
し
た
と

い
う
。

こ
と
は
、「
宇
治
殿
」
の
耳
に
も
達
し
た
。「
宇
治
殿
」
は
頼
通
を
指
す
。「
能

長
の
宰
相
中
将
」
は
詠
歌
時
現
在
を
示
す
も
の
ら
し
い
。
と
す
る
と
、「
宰
相

中
将
」
の
期
間
、
長
久
四
年
（
一
〇
四
三
）
九
月
よ
り
康
平
四
年
（
一
〇
六
一
）

ま
で
、
加
え
て
寛
子
入
内
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
十
二
月
後
の
春
と
い
う
時

点
に
な
ろ
う
。
頼
通
を
「
宇
治
殿
」
と
呼
称
す
る
が
、「
昨よ

べ夜
の
こ
と
」
と
あ
り
、

（
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す
ぐ
に
耳
に
入
る
近
い
場
所
に
い
て
宇
治
に
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
関
白
頼
通

か
ら
は
、
わ
ざ
わ
ざ
使
者
「
経
長
の
大
納
言
」
が
遣
わ
さ
れ
、
昨
夜
の
和
歌
に

は
禄
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
、
か
の
康
資
王
母
が
申
し
上
げ
る
禄
の
こ
と
を
と
、

娘
の
皇
后
寛
子
に
お
命
じ
に
な
ら
れ
た
。

関
白
頼
通
か
ら
賞
賛
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
る
。
使
者
経
長
と
い

う
の
も
、
誉
れ
と
な
ろ
う
。「
経
長
の
大
納
言
」（「
大
納
言
」
は
最
終
官
。
詠
歌
年

次
と
は
無
関
係
）
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
寛
子
同
母
姉
の
夫
で
あ
り
（
注
２
参

照
）、
皇
后
寛
子
の
慶
び
ご
と
を
ミ
ウ
チ
と
し
て
行
動
で
き
る
、
頼
通
の
信
頼

あ
つ
い
人
物
な
の
で
あ
っ
た
。

晴
的
な
場
で
詠
ん
だ
和
歌
を
続
け
て
記
し
て
い
く
こ
と
で
、
11
番
詞
書
の

「
殿
」
と
14
番
歌
の
後
文
の
「
宇
治
殿
」
で
、
別
人
と
明
示
し
て
い
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

こ
の
家
集
で
は
、
数
十
年
に
わ
た
る
人
物
に
つ
い
て
、
誤
解
さ
せ
ず
に
特
定

さ
せ
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
続
い
て
15
～
25
番
歌

ま
で
を
連
続
し
て
読
む
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
強
く
な
る
。
最
後
の
師
実
詠
歌

が
関
係
す
る
24
・
25
番
の
贈
答
以
外
に
は
、
詞
書
の
み
を
記
す
。

15　
　
　

摂
政
殿
の
七
番
の
歌
合
に
、
桜

16　
　
　

こ
の
歌
の
持
な
る
よ
し
申
し
て
侍
り
し
か
ば
、
殿

17　
　
　

御
返
し                　
　
　
　
　
　
　

18　
　
　

ほ
と
と
ぎ
す

19　
　
　

こ
の
歌
を
聞
き
て
、
頼
綱
が
お
こ
せ
て
侍
り
け
る

20　
　
　

返
し
、
お
し
は
か
り
て

21　
　
　

雪

22　
　
　

祝

23　
　
　

後
の
二
条
殿
の
、
八
月
十
五
夜
、
月
の
宴
せ
さ
せ
給
ふ
と
て
歌
召

　
　
　
　
　

し
し
か
ば
、
参
ら
せ
し
、
水
上
月

  　
　
　

御
前
の
前
栽
の
を
か
し
き
を
、
大
殿
御
覧
じ
て
、
人
々
の
寝
入
り

　
　
　
　
　

た
ら
む
折
、
折
ら
せ
に
参
ら
せ
む
と
あ
ら
が
は
せ
給
ふ
に
、
長
房

　
　
　
　
　

の
少
将
の
折
り
に
参
り
た
る
、
見
つ
け
ら
れ
た
り
し
後
ろ
手
の
を

　
　
　
　

か
し
さ
申
し
し

24　

�

ま
こ
と
に
や
花
は
ね
な
が
ら
あ
ら
は
れ
し
ま
も
る
人
目
は
雨
な
ら
ね
ど

も

        　

大
殿
の
御
返
し

25　

人
目
を
ば
何
か
つ
つ
ま
む
秋
の
花
色
に
出
て
こ
そ
ひ
き
も
植
ゑ
し
か

右
の
、
15
～
22
番
歌
は
、
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
八
月
、
師
実
主
催
「
高

陽
院
七
番
歌
合
」
の
う
ち
、
四
題
の
和
歌
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
贈
答
歌
で
あ
る
。

15
番
詞
書
に
「
摂
政
殿
」
と
あ
る
が
、
歌
合
時
点
に
は
師
実
は
関
白
を
辞
し

て
（
同
年
三
月
八
日
）、
翌
日
に
師
通
が
任
じ
て
い
る
。
11
番
歌
の
よ
う
に
「
殿
」

呼
称
で
は
な
く
、「
摂
政
殿
」
の
呼
称
が
選
ば
れ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
（
16
番

の
「
殿
」
は
「
摂
政
殿
」
を
受
け
た
）。
そ
の
理
由
は
、
14
番
歌
か
ら
の
脈
絡
に
あ

ろ
う
。「
宇
治
殿
」
頼
通
に
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
と
思
わ
れ
る
。

も
し
、
師
実
を
「
殿
」「
関
白
殿
」「
前
関
白
殿
」
と
し
た
ら
、
五
十
年
ほ
ど
そ

の
地
位
に
あ
っ
た
頼
通
と
重
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
23
番
歌
の
「
後

の
二
条
殿
」
師
通
に
、「
関
白
」
は
あ
っ
て
も
「
摂
政
」
経
験
は
な
い
。
父
親

と
も
子
ど
も
と
も
誤
認
し
か
ね
な
い
三
者
が
並
ぶ
の
で
、「
摂
政
殿
」
が
選
ば

れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
23
番
歌
の
「
後
の

0

0

二
条
殿
」
呼
称
に
も
、「
二
条
殿
」

関
白
教
通
と
も
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、
15
番
で
師
実
を
「
殿
」
呼
称
し
て
は
、
前
後
の
人
物
と
分
別
が
つ

き
に
く
い
と
い
う
配
慮
で
あ
っ
た
ろ
う
。「
後
の
二
条
殿
」
と
師
通
が
提
示
さ

れ
れ
ば
、
四
条
宮
の
「
御
前
の
前
栽
」
を
め
ぐ
る
女
房
た
ち
と
戯
れ
た
24
・
25
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番
歌
が
、
師
実
が
若
い
時
分
な
の
に
「
大
殿
」
呼
称
さ
れ
た
の
も
、
師
通
に
関

白
職
を
譲
っ
た
ゆ
え
に
生
ま
れ
た
呼
称
な
の
で
、
家
集
編
纂
時
の
師
実
を
さ
す

の
は
明
白
で
あ
る
。

24
・
25
番
歌
は
、
た
わ
い
な
い
賭
け
事
を
し
て
、
康
資
王
母
が
贈
歌
し
て
い

る
。
下
野
集
に
は
、
同
じ
師
実
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
下
野
自
身
の
側
か
ら
、

よ
り
詳
細
な
か
た
ち
で
110
・
111
番
歌
に
書
き
と
め
て
い
た
。

次
の
「
殿
」
は
誰
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　

殿
よ
り
母
の
集
召
し
し
に
、
添
へ
参
ら
せ
し

31　

尋
ね
ず
は
昔
の
つ
て
の
言
の
葉
は
こ
の
も
と
に
て
や
朽
ち
果
て
な
ま
し

康
資
王
母
に
、
母
で
あ
る
伊
勢
大
輔
の
集
を
召
し
た
「
殿
」
で
あ
る
。『
注
釈
』

は
、
先
行
研
究
を
生
か
し
、
頼
通
の
歌
書
集
成
が
二
度
あ
る
と
指
摘
す
る
。
頼

通
が
「
集
ど
も
集
め
さ
せ
給
ふ
と
て
、
こ
こ
に
も
あ
ら
ん
、
ま
ゐ
ら
せ
よ
」
と

仰
っ
た
の
で
、
赤
染
衛
門
自
身
が
書
き
纏
め
て
参
ら
せ
た
と
い
う
（
赤
染
衛
門

集
Ⅰ
・
六
一
四
）
長
久
年
間
（
一
〇
四
〇
～
四
四
）
の
一
度
目
と
、
二
度
目
が
、
31

番
歌
と
同
趣
の
歌
と
し
て
、
後
拾
遺
集
の
、

　
　
　

伊
勢
大
輔
が
集
を
人
の
こ
ひ
に
お
こ
せ
て
侍
り
け
る
、
つ
か
は
す
と

　
　
　
　

て　

�

康
資
王
母　

　

�

尋
ね
ず
は
か
き
や
る
か
た
や
な
か
ら
ま
し
昔
の
流
れ
水
草
つ
も
り
て
（
雑

四
、
一
〇
八
八
）

を
あ
げ
る
。
そ
れ
は
、
橋
本
不
美
男
氏
『
桂
宮
本
叢
書　

第
三
巻
』（
養
徳
社　

一
九
五
二
）
経
衡
集
の
解
説
で
、
延
久
（
一
〇
六
九
～
一
〇
七
四
）
頃
と
あ
り
、
上

野
理
氏
も
別
の
角
度
か
ら
言
及
し
た
が
、
延
久
三
年
の
こ
と
に
関
わ
る
。

し
か
し
、
康
資
王
母
集
に
頼
通
に
対
す
る
「
殿
」
呼
称
は
見
え
な
い
の
で
、

31
番
歌
の
「
殿
」
呼
称
は
師
実
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
師
実
も
、
父
頼
通
同

様
に
、
家
集
を
集
め
て
い
た
と
解
せ
よ
う
か
。

さ
ら
に
検
討
が
必
要
な
「
殿
」
が
、
康
資
王
母
自
身
の
出
家
に
関
係
す
る
、

次
の
歌
群
で
あ
る
。

　
　
　
　

背
き
ぬ
と
聞
き
て
、
殿
の
宰
相
中
将
の
母  

107　

�

か
け
て
言
へ
ば
袖
の
み
濡
れ
て
背
く
世
の
あ
は
れ
を
え
こ
そ
訪と

は
で
過

　
　

ぎ
つ
れ

　
　
　
　

返
し

108　

苔
の
袖
訪
ふ
に
露
け
さ
ま
さ
り
け
り
し
た
ふ
涙
は
か
け
じ
と
思
ふ
に

　
　
　
　

そ
の
宰
相
中
将
家
に
あ
は
れ
な
る
こ
と
あ
り
と
聞
き
て
、
訪と
ぶ

ら
ひ

　
　
　
　

聞
こ
え
し

109　

こ
の
ご
ろ
の
寝
覚
め
の
風
に
い
か
ば
か
り
夜
深
き
露
を
袖
に
か
く
ら
む

　
　
　
　

返
し

110　

住
み
慣
れ
し
古
里
人
も
な
き
宿
に
片
敷
く
袖
は
つ
ゆ
も
乾
か
ず

『
注
釈
』
で
の
人
物
考
証
は
、
花
上
和
広
氏
「
康
資
王
母
集
―
―
登
場
人
物
並

び
に
詠
作
年
時
考
―
―
」（『
国
文
学
論
考
』
24　

一
九
八
八
・
三
） 

に
基
づ
く
と
こ
ろ

が
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
花
上
論
文
は
、
こ
の
107
番
歌
の
「
殿
の
宰
相
中
将
の

母
」
を
、
源
師
房
室
頼
宗
女
と
し
た
。
保
坂
都
氏
の
先
行
研
究
や
、
森
元
元
子

氏
「
世
を
そ
む
き
て
」（『
私
家
集
の
女
流
た
ち
』
Ⅳ
「
旅
・
晩
年
」
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

　

一
九
八
五
）
の
指
摘
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。森
元
論
文
は
底
本
を
異
に
し
、

傍
線
部
は
「
大
殿
の
宰
相
中
将
」
と
あ
る
が
、「
大
殿
」
を
源
師
房
、
そ
の
子

を
師
忠
と
す
る
の
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
師
忠
が
「
宰
相
中
将
」
で

あ
っ
た
期
間
、
承
保
元
年
（
一
〇
七
四
）
十
二
月
～
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
八

月
に
、
康
資
王
母
の
出
家
時
期
を
定
め
た
。
師
忠
の
母
と
は
藤
原
頼
宗
女
で
あ

る
。
森
元
論
文
は
、
承
保
四
年
（
一
〇
七
九
）
二
月
師
房
が
亡
く
な
っ
て
、
康

資
王
母
の
出
家
を
見
舞
う
の
が
遅
れ
た
こ
と
を
歌
っ
た
と
さ
れ
た
。
110
番
歌
の

「
返
し
」
を
師
房
室
の
こ
と
と
し
、
詠
作
の
順
序
と
し
て
は
、
107
・
108
番
歌
に

（
19
）

（
20
）

（ 49 ）

『栄花物語』続編を私家集から照射する（上）



先
行
す
る
と
読
ん
で
い
る
。

な
ぜ
、「
殿
」「
大
殿
」
に
、
突
然
、
源
師
房
の
名
前
が
出
現
す
る
の
か
と
い

う
と
、
秋
風
集
・
雑
下
に
見
え
る
贈
答
歌
が
、
康
資
王
母
集
の
右
の
贈
答
歌
に

一
致
し
、
そ
の
作
者
名
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

        
康
資
王
母
世
を
の
が
れ
ぬ
と
聞
き
て
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

�

堀
川
の
右
大
臣
の
母　

　

�

か
け
て
い
へ
ば
袖
の
み
ぬ
れ
て
そ
む
く
世
の
あ
は
れ
え
こ
そ
と
は
で
す
ぎ

ぬ
れ
（
一
二
五
六
）

　
　
　

返
し　

康
資
の
王
の
母

　

�

苔
の
袖
と
ふ
に
露
け
さ
ま
さ
り
け
り
慕
ふ
涙
は
か
け
じ
と
思
ふ
に
（
一
二

五
七
）

作
者
名
「
堀
川
の
右
大
臣
の
母
」
と
は
、
道
長
次
男
頼
宗
の
母
で
あ
る
源
明
子

を
指
す
。
源
明
子
は
永
承
四
年
（
一
〇
四
九
）
七
月
に
薨
じ
て
い
る
の
で
、
康

資
王
母
の
宮
仕
え
前
に
な
る
。
そ
こ
で
、「
堀
川
の
右
大
臣
の
女
」
と
本
文
を

訂
し
た
の
で
あ
る
。

『
注
釈
』
で
は
、
109
番
の
詞
書
「
宰
相
中
将
家
に
あ
は
れ
な
る
こ
と
」
に
つ

い
て
、
森
元
説
を
退
け
て
、
花
上
論
文
と
同
じ
く
、
師
房
室
頼
宗
女
の
死
と
読

み
、『
水
左
記
』
承
保
四
年
（
一
〇
七
七
）
九
月
十
日
条
の
「
宰
相
中
将
母
堂
」

が
火
災
の
シ
ョ
ッ
ク
で
亡
く
な
っ
た
記
事
と
解
し
て
、
出
家
時
期
を
狭
め
て
い

る
。
だ
が
、
109
番
歌
の
傍
線
部
「
寝
覚
の
風
」
や
、
そ
の
返
歌
110
番
歌
の
「
住

み
な
れ
し
古
里
人
も
な
き
宿
に
片
敷
く
袖
は
…
…
」
は
、
母
の
死
で
は
な
く
、

宰
相
中
将
の
妻
の
死
を
歌
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
。

後
世
の
秋
風
集
を
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
康
資
王
母
集
の
「
殿
」「
大
殿
」
が
、

家
集
の
他
例
か
ら
師
実
と
解
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
の
で
、
ま
ず
、
師
実
の
子

で
「
宰
相
中
将
」
に
な
っ
た
人
物
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
い
。『
公
卿
補
任
』

に
あ
た
る
と
、
三
人
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
た
、
母
の
名
、

師
実
の
第
何
子
か
、
宰
相
中
将
に
あ
っ
た
期
間
に
つ
い
て
、
次
に
示
す
。

・�

源
頼
国
女
（
一
〇
四
一
～
一
一
二
九
）。
四
条
宮
寛
子
女
房
「
美
濃
」。（
師
実

二
男
家
忠
と
僧
侶
を
生
む
）

　
　
　

家
忠　

永
保
二
年
（
一
〇
八
二
）
正
月　

21
歳　

参
議
と
な
る
。
右

　
　
　
　
　
　
　

中
将
も
と
の
ご
と
し
。

　
　
　
　
　
　

三
年
（
一
〇
八
三
）
正
月　

22
歳　

任
権
中
納
言

・�

藤
原
基
貞
女　

女
院
彰
子
女
房
「
中
納
言
の
君
」。（
女
子
一
人
・
師
実
三

男
経
実
・
四
男
能
実
を
生
む
）

　
　
　

経
実　

寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
正
月　

24
歳　

参
議
と
な
る
。
右

　
　
　
　
　
　
　

中
将
も
と
の
ご
と
し
。

              　

嘉
保
三
年
（
一
〇
九
五
）
正
月　

29
歳  

参
議
右
中
将
か
ら
権

　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
と
な
る
。

・
藤
原
永
業
女  

（
師
実
五
男
を
生
む
）

　
　
　

忠
教　

康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
七
月  

26
歳  

参
議
と
な
る
。
中
将

　
　
　
　
　
　
　

も
と
の
ご
と
し
。

　

           　

 �

天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
正
月  

37
歳  

参
議
左
（
権
）
中
将

か
ら
権
中
納
言
と
な
る
。

最
後
に
あ
げ
た
永
業
女
の
子
忠
教
は
、
家
集
編
纂
時
に
近
す
ぎ
る
の
で
、
外

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
三
人
の
う
ち
、
康
資
王
母
が
、
も
っ
と
も
親
し
い
と
思

わ
れ
る
の
は
、
と
も
に
四
条
宮
寛
子
に
仕
え
た
女
房
「
美
濃
」、
頼
国
女
で
あ

ろ
う
。
そ
の
場
合
、
家
忠
は
翌
年
に
権
中
納
言
に
昇
進
す
る
の
で
、
康
資
王
母

の
出
家
は
永
保
二
年
と
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
先
の
秋
風
集
の
、「
堀
川
の
右
大
臣
の
母
」
を
、
単
に
「
右
大
臣

の
母
」
と
あ
っ
た
と
読
め
ば
、
頼
国
女
美
濃
は
、
師
実
の
子
家
忠
が
右
大
臣
に

（ 50 ）
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な
っ
て
い
る
の
で
、
条
件
は
そ
ろ
う
。
ま
た
、「
堀
川
の
右
大
臣
の
む
ま
ご
」

と
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
基
貞
が
頼
宗
の
子
で
あ
る
の
で
、「
経
実
の
母
」

と
な
る
。
し
か
し
、
作
者
名
と
し
て
あ
り
に
く
い
。
底
本
「
殿
」、
他
本
「
大
殿
」

が
、
師
実
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
も
う
一
つ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
殿
」
が
見
え
る
。

　
　
　
　

こ
の
こ
ろ
の
、
関
白
殿
の
若
君
を
う
つ
く
し
う
見
奉
り
て
、
つ
く

　
　
　
　
　

り
た
る
鳥
の
声
す
る
を
奉
る
と
て
詠
め
る

145　

身
に
積
も
る
年
に
万
代
と
り
添
へ
て
今
日
若
君
に
奉
る
か
な

      　
　

殿
の
御
返
り

146　

万
代
も
飽
か
ず
思
ふ
に
と
り
添
へ
て
譲
る
齢
を
う
れ
し
と
ぞ
見
る

「
こ
の
こ
ろ
の
関
白
殿
」
と
は
師
通
で
、「
若
君
」
は
歌
の
内
容
か
ら
元
服
前

の
幼
い
忠
実
を
さ
す
。「
こ
の
こ
ろ
の
」
と
あ
る
の
は
、
師
通
が
父
か
ら
関
白

職
を
譲
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
康
資
王
母
は
、
自
分
の
身
に
積
も
っ
た
齢
に

万
代
の
齢
を
と
り
添
え
て
、
今
日
若
君
に
さ
し
上
げ
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。「
と
り
添
へ
」
に
、
作
り
物
の
「
鳥
」
を
掛
け
る
。『
注
釈
』
に
は
、
返
歌

の
「
殿
」
は
、「
師
通
を
さ
す
」
と
あ
る
。
確
か
に
、「
関
白
殿0

」
と
あ
る
「
殿
」

に
も
読
め
る
。
ま
た
、
別
の
考
え
方
も
可
能
で
は
な
い
か
。
こ
の
歌
の
後
は
、

詞
書
も
お
か
ず
に
、

147　

山
里
の
水
の
流
れ
を
か
き
や
る
に
石
間
を
茂
み
ゆ
か
ぬ
言
の
葉

で
家
集
を
閉
じ
て
い
る
。『
注
釈
』
が
147
番
歌
に
つ
い
て
、「
家
集
の
末
尾
に
置

か
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
自
ら
の
表
現
が
行
き
届

か
な
い
旨
を
述
べ
た
、
家
集
の
跋
に
あ
た
る
詠
で
あ
ろ
う
か
」
と
す
る
。
す
る

と
、
家
集
に
入
れ
た
歌
の
最
後
を
飾
る
歌
が
、
右
の
贈
答
歌
に
な
る
。

忠
実
は
、
父
師
通
が
母
の
俊
家
女
と
離
縁
状
態
に
な
り
、
祖
父
の
師
実
が
ひ

き
と
り
、「
か
ぎ
り
な
き
も
の
に
」
か
し
ず
い
た
と
、『
栄
花
』
巻
三
九
「
布
引

の
滝
」
に
見
え
る
。『
今
鏡
』
藤
波
上
第
四
「
宇
治
の
川
瀬
」
の
冒
頭
に
も
、

後
の
二
条
殿
の
御
つ
ぎ
に
は
、
近
く
富
家
殿
と
て
お
は
し
ま
し
し
入
道

大お
と
ど臣
、
祖お
ほ
ぢ父
の
大お
ほ
と
の殿
御
子
に
し
申
さ
せ
給
ふ
と
聞
え
給
ひ
き
。（
竹
鼻
積
『
講

談
社
学
術
文
庫　

今
鏡
（
中
）』
講
談
社　

一
九
八
四
）

と
あ
り
、
竹
鼻
氏
は
、「
入
道
大
臣
」
を
忠
実
と
し
、「
祖
父
の
大
殿
（
師
実
）

が
御
養
子
に
な
さ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
な
さ
い
ま
し
た
」
と
現
代
語
訳
し
て
い

る
。
ま
た
、『
台
記
』
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
三
月
二
十
八
日
条
を
引
く
が
、

そ
の
中
に
も
、「
…
…
自　
レ

在　
二

襁
褓　
一

、
其
祖
前
大
相
国
養
以
為　
レ

子
」
と
、
や

は
り
師
実
の
子
扱
い
が
見
え
る
。

146
番
歌
は
、
そ
う
い
う
背
景
を
踏
ま
え
た
「
殿
」
師
実
の
返
歌
と
読
め
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
康
資
王
母
に
と
っ
て
も
、
半
世
紀
ほ
ど
の
近
し
い
交
流
が
続
い

た
師
実
の
歌
で
閉
じ
る
意
味
は
大
き
い
。
何
よ
り
も
、
師
実
―
師
通
―
忠
実
と

い
う
三
世
代
の
摂
関
家
の
人
物
を
登
場
さ
せ
、
万
代
を
と
忠
実
に
焦
点
化
さ
せ

る
か
た
ち
で
結
ん
だ
と
解
し
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。「
一　

は
じ
め
に
」

に
引
用
し
た
『
栄
花
』
続
編
の
末
尾
に
、
忠
実
の
春
日
祭
使
記
事
を
お
き
、「
大

殿
」
師
実
を
登
場
さ
せ
つ
つ
、
摂
関
家
の
繁
栄
を
余
祝
し
た
歌
に
通
う
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注

１　

松
村
博
司
氏
は
、
一
貫
し
て
第
一
部
第
二
部
と
分
け
て
読
ま
れ
た
。『
栄

　
�

花
物
語
全
注
釈
七
』（
角
川
書
店　

一
九
七
八
）
で
は
、
続
編
巻
三
六
ま
で
書
き

進
め
て
、
い
っ
た
ん
擱
筆
し
、
し
ば
ら
く
時
を
お
い
た
後
に
書
き
継
い
だ
の

が
、
巻
三
七
で
あ
っ
た
ろ
う
、
と
す
る
。
巻
三
八
か
ら
は
、
ま
た
別
人
が
書

き
継
い
だ
も
の
と
見
ら
れ
る
と
す
る
。
対
し
て
、
福
長
進
氏
は
、「『
栄
花
物
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語
』
の
続
編
に
つ
い
て
」（『
歴
史
物
語
の
創
造
』
第
Ⅰ
部
第
十
一
章
〈
笠
間
書
院　

二
〇
一
一
〉。
初
出
二
〇
〇
二
年
）
に
お
い
て
、
続
編
全
体
が
天
皇
の
御
代
に
よ
っ

て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
第
一
部
・
第
二
部
と
も
に
天
皇
の
資
質
や

治
世
に
言
及
す
る
こ
と
な
ど
、
続
編
を
一
体
的
な
も
の
に
把
握
さ
れ
て
い
る

ら
し
い
。
私
は
、
第
一
部
・
第
二
部
が
一
体
的
な
表
現
を
貫
い
て
い
る
様
相

を
さ
ぐ
る
と
と
も
に
（『
王
朝
歴
史
物
語
の
方
法
と
享
受
』〈
竹
林
舎　

二
〇
一
一
〉

第
Ⅱ
編
第
一
章
「『
栄
花
物
語
』
続
篇
考
―
―
敬
避
表
現
と
人
物
呼
称
か
ら
―
―
」、
初
出

二
〇
〇
七
年
）、
逆
に
第
一
部
・
第
二
部
と
で
断
絶
し
て
い
る
様
相
に
つ
い
て

も
述
べ
た
（
第
Ⅱ
編
第
二
章
「『
栄
花
物
語
』
続
篇
の
世
界
―
―
巻
々
の
連
接
と
断
絶
と

―
―
」、　

初
出
一
九
七
〇
年
）。

２�　

陳
斐
寧
「
藤
原
頼
通
と
三
条
殿
―
邸
宅
の
伝
領
と
親
族
関
係
と
い
う
視
座
か
ら

―
」（『
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
』
42 

二
〇
〇
七
・
一
二
）
が
、
祇
子
の
子
供
た
ち
と

養
子
先
に
つ
い
て
整
理
し
、
さ
ら
に
寛
子
の
他
に
源
経
長
の
妻
と
な
っ
た
、

寛
子
妹
に
あ
た
る
娘
が
い
る
と
し
た
。
私
は
、
陳
論
文
に
修
正
を
加
え
（
久

保
木
哲
夫
・
加
藤
静
子
『
藤
原
頼
宗
集
・
師
実
集
全
釈
』〈
花
鳥
社　

二
〇
二
一
〉
解
説

Ⅳ
「
末
っ
子
の
関
白
、
藤
原
師
実
」）、
兄
弟
の
順
、
さ
ら
に
も
う
一
人
の
娘
は
夫

経
長
と
の
年
齢
差
か
ら
寛
子
の
姉
と
推
定
し
た
。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

橘
俊
綱
（
一
〇
二
八
～
一
〇
九
四
）　

橘
俊
遠
の
養
子
。
丹
波
守
、
播
磨
守
、

　
　
　
　

�

近
江
守
、
但
馬
守
、
木
工
頭
な
ど
を
経
て
、
修
理
大
夫
と
な
る
。
歌

人
。
正
四
位
上
。

　

覚
円
（
一
〇
三
一
～
一
〇
九
八
）　

園
城
寺
。
二
十
四
歳
で
律
師
を
経
ず
権
少

　
　
　

僧
都
、
翌
年
法
印
。
三
井
寺
長
吏
。
三
十
四
歳
で
大
僧
正
。
承
暦
元
（
一

　
　
　
　

〇
七
七
）
年
天
台
座
主
、
た
だ
し
三
日
間
の
み
。

　

藤
原�

定
綱
（「
家
綱
」
ト
モ
、
一
〇
三
二
～
一
〇
九
二
）　

中
納
言
藤
原
経
家
（
一

〇
一
八
～
一
〇
六
八
）
の
養
子
。
経
家
は
父
が
定
頼
、
母
は
贈
従
三
位

源
済
政
女
。
定
綱
は
、
伯
耆
守
、
備
中
守
、
伊
予
守
等
を
経
て
、
播

磨
守
で
亡
く
な
る
。
正
四
位
上
。

　

藤
原�

忠
綱
（
～
一
〇
八
四
）　

山
井
大
納
言
藤
原
信
家
（
一
〇
一
八
～
一
〇
六
一
。

教
通
男
、
頼
通
養
子
）
の
養
子
。
但
馬
守
、
常
陸
介
、
春
宮
亮
な
ど
を

経
て
、
近
江
守
で
亡
く
な
る
。
正
四
位
下
。

　

頼
通�

女
（
～
一
〇
五
五
～
）  

源
経
長
（
一
〇
〇
五
～
一
〇
七
一
）
の
妻
。経
長
は
、

権
大
納
言
が
極
官
。『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
六
十
四
巻
史
伝
部
の

「
僧
綱
補
任
抄
出
」
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
「
覚
助
」
の
条
に
見
え

る
記
事
に
基
づ
く
も
の
。
夫
経
長
と
の
年
齢
か
ら
見
る
と
、
祇
子
腹

の
第
一
子
か
、
第
二
子
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。

３�　

巻
三
一
に
、「
い
か
な
る
世
の
や
う
に
か
、
関
白
殿
、
い
と
さ
も
て
出
で

顕
れ
て
に
は
あ
ら
ね
ど
、
尼
上
の
御
方
に
さ
ぶ
ら
ふ
人
を
忍
び
つ
つ
い
み
じ

う
思
し
め
す
と
い
ふ
こ
と
出
で
来
て
、
つ
ね
に
た
だ
な
ら
で
子
な
ど
生
み
た

ま
ふ
と
い
ふ
こ
と
聞
ゆ
れ
ど
、
上
の
御
方
に
思
し
め
さ
ん
こ
と
を
つ
つ
ま
せ

た
ま
ふ
な
る
べ
し
。
故
中
務
宮
の
御
女
な
ど
ぞ
聞
え
さ
す
な
り
し
」
と
見
え

た
。
巻
三
六
で
は
、
寛
子
の
入
内
に
、「
母
上
は
三
条
殿
と
ぞ
聞
こ
え
さ
す

る
も
、
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ひ
て
参
ら
せ
た
ま
へ
り
。
め
で
た
し
な
ど
も
世
の

常
な
り
」
と
従
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
、
師
実
元
服
に
続
い
て
、「
五

月
に
…
…
に
は
か
に
三
条
殿
う
せ
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
」
と
そ
の
死
が
記
さ
れ
て

い
る
。

４�　
『
私
家
集
大
成
』「
四
条
宮
下
野
集
〔
新
編
補
遺
〕」（
日
本
文
学
Ｗ
ｅ
ｂ
図
書

館
）
の
久
保
木
哲
夫
氏
解
説
に
よ
れ
ば
、
書
陵
部
本
は
、
時
雨
亭
文
庫
の
定

家
手
沢
本
「
四
条
宮
下
野
集
」
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ケ
ア
レ

ス
ミ
ス
は
見
え
る
と
い
う
。
た
だ
し
、「
定
家
手
沢
本
は
そ
の
後
の
虫
損
に

よ
っ
て
判
読
不
能
な
箇
所
が
増
え
、
書
陵
部
本
の
補
訂
な
し
に
は
読
め
な
い
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と
こ
ろ
が
出
て
来
て
い
る
」
と
い
う
。

５　

橋
本
不
美
男
『
王
朝
和
歌
史
の
研
究
』
第
五
章
「
王
朝
私
家
集
の
性
格
」

　
（
桜
楓
社　

一
九
七
二
）
を
踏
ま
え
る
。

６�　

207
番
歌
詞
書
「
越
後
よ
り
、
為
仲
」
と
あ
る
、
そ
の
時
点
に
つ
い
て
、『
朝

野
群
載
』（
巻
廿
六
諸
国
公
文
）
の
越
後
に
関
す
る
宣
旨
と
し
て
、「
前
司
橘
為

仲
任
終
延
久
四
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
為
仲
の
越
後
守
は
、
延
久
元
年
（
一

〇
六
九
）
～
四
年
ま
で
の
期
間
で
（
犬
養
廉
「
橘
為
仲
と
そ
の
集
―
古
代
末
期
の
歌

人
像
―
」『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
五
八
・
一
二
）、
こ
の
頃
の
歌
と
さ
れ
る
。

７�　

以
下
の
敬
避
表
現
に
よ
る
人
物
呼
称
は
、
拙
著
『
王
朝
歴
史
物
語
の
生
成

と
方
法
』（
風
間
書
房　

二
〇
〇
三
）
Ⅰ
「
第
一
章　

実
在
人
物
の
提
示
と
呼
称

―
―
『
枕
草
子
』『
紫
式
部
日
記
』
を
介
し
て
『
栄
花
物
語
』
を
読
む
―
―
」、
初
出
一

九
九
八
年
、
第
二
章
「『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
藤
原
道
長
を
め
ぐ
る
呼
称
」、

初
出
一
九
九
九
年
、
さ
ら
に
、『
王
朝
歴
史
物
語
の
方
法
と
享
受
』（
竹
林
舎

　

二
〇
一
一
）
第
Ⅱ
編
「
第
一
章
『
栄
花
物
語
』
続
篇
考
―
―
敬
避
表
現
と
人
物

呼
称
か
ら
―
―
」
初
出
二
〇
〇
七
年
、
な
ど
を
出
発
点
に
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
あ
わ
せ
読
ま
れ
た
い
。

８�　

新
編
私
家
集
大
成
に
よ
る
。
底
本
は
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集

　

十
二
』「
大
納
言
経
信
集
」。『
注
釈
稿
』
が
引
用
し
た
経
信
集
の
親
本
に

あ
た
る
。

９  

注
２
に
記
し
た
「
解
説
Ⅳ　

末
っ
子
の
関
白
師
実
」
に
、
頼
通
が
養
子
に

　

�

し
た
人
物
に
も
触
れ
た
。
正
室
隆
姫
弟
の
師
房
を
養
子
に
し
た
の
は
、
頼
通

後
継
者
と
し
て
で
は
な
く
、
実
父
具
平
親
王
に
幼
く
し
て
死
別
し
た
こ
と
に

よ
る
、
扶
養
対
象
と
し
て
の
養
子
で
あ
っ
た
。

10�　

小
田
勝
「
日
本
語
研
究
の
現
状
と
和
歌
」（
二
〇
一
六
年
六
月
和
歌
文
学
会
例

会
）
の
発
表
資
料
に
、「
語
学
研
究
の
知
見
が
届
い
て
い
な
い
」
例
と
し
て
、

「
遅
し
」
の
和
歌
解
釈
の
誤
り
を
示
す
。
例
の
一
つ
に
、
た
と
え
ば
、「
げ
に

や
げ
に
冬
の
夜
な
ら
ぬ
真
木
の
戸
も
遅
く
明
く
る
は
わ
び
し
か
り
け
り
」

（
蜻
蛉
日
記
）
に
つ
い
て
、「
戸
を
開
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
日
記
本
文
に
も
「
憂

く
て
、
開
け
さ
せ
ね
ば
、
例
の
家
と
お
ぼ
し
き
所
に
も
の
し
た
り
」
と
あ
る
」）
と
説
明

す
る
。

11　
「
前
麗
景
殿
女
御
歌
合
に
つ
い
て
」（
和
歌
文
学
論
集
５
『
屏
風
歌
と
歌
合
』　

風

　

間
書
房　

一
九
九
五
）。

12　
「
上
東
門
院
菊
合
序
と
そ
の
性
格
」（『
講
座
平
安
文
学
論
究
』
第
五
輯　

風
間
書

　

房　

一
九
八
七
）。　　

13  

龍
谷
大
学
善
本
叢
書
『
四
十
人
集　

二
』（
思
文
閣
出
版　

一
九
九
八
）
に
影

　

印
が
あ
る
。

14�　

田
中
稔
・
古
瀬
奈
津
子
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
「
伯
母
集
」（
藤

原
定
家
本
）」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告　

第
32
集
』
一
九
九
一
・
三
）。ま
た
、

『
貴
重
典
籍
叢
書　

文
学
篇
７
』（
臨
川
書
店　

二
〇
〇
一
）
に
影
印
が
あ
る
。

15　
『
古
典
文
学
論
考
枕
草
子　

和
歌
日
記

』（
新
典
社　

一
九
八
九
）。

16　

秋
風
集
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
イ
が
康
資
王
母
集
に
同
じ
歌
。

　
　
　
　

宇
治
入
道
前
関
白
白
川
に
て
子
日
し
侍
り
け
る
に
、
詠
み
は
べ
り

　
　
　
　
　

け
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

閑
院
の
贈
太
政
大
臣
よ
し
の
ぶ

ア　

�

春
ご
と
に
い
で
に
け
る
か
な
ね
の
び
す
る
人
の
心
は
ま
つ
や
ひ
く
ら
ん

（
一
九
）

　
　
　
　

四
条
太
皇
太
后
宮
の
う
ぢ
に
お
は
し
ま
し
け
る
春
の
こ
ろ
、
女
房

　
　
　
　
　

ど
ち
さ
そ
ひ
て
を
ぐ
ら
の
か
た
に
ま
か
り
て
、
か
し
こ
よ
り
京
に

　
　
　
　
　

ま
か
り
い
で
て
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治
入
道
前
関
白
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イ　

�

春
な
れ
ば
花
の
み
や
こ
へ
か
へ
る
ま
に
を
ぐ
ら
の
里
の
か
す
み
ぬ
る
か

な
（
一
〇
五
七
）

      　
　

宇
治
入
道
前
関
白
か
く
れ
て
の
春
、
と
ほ
き
と
こ
ろ
な
る
人
の
も

　
　
　
　
　

と
に
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
律
師
実
源

ウ　

知
る
ら
め
や
霞
と
な
り
て
の
ぼ
り
に
し
人
の
す
み
か
の
春
の
け
し
き
を

　
　
　
（
一
二
七
六
）

�　

ア
は
、
頼
通
主
催
の
「
子
日
」
の
こ
と
で
問
題
な
い
。
ウ
は
、
関
白
薨
去

の
こ
と
を
詠
む
が
、
作
者
実
源
は
嘉
保
三
年
（
一
〇
九
六
）
正
月
に
亡
く
な
っ

て
い
る
の
で
（『
僧
歴
綜
覧
』）、
康
和
三
年
（
一
一
〇
一
）
の
師
実
薨
去
を
詠
む

こ
と
は
で
き
な
い
。
ウ
も
頼
通
と
な
る
。

17�  

注
７
の
拙
著
『
王
朝
歴
史
物
語
の
生
成
と
方
法
』
Ⅰ
第
一
章
、
第
二
章
に

詳
し
く
述
べ
た
。

18　

久
保
木
哲
夫
・
平
安
私
家
集
研
究
会
『
肥
後
集
全
注
釈
』（
新
典
社　

二
〇

　

�

〇
六
）。
家
集
の
内
実
も
師
実
女
房
と
し
て
の
和
歌
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
あ

る
と
指
摘
す
る
。

19�　

道
長
は
、
若
い
頼
通
に
摂
関
職
を
譲
り
、「
大
殿
」
と
呼
ば
れ
た
。
同
じ

よ
う
に
、「
大
殿
」
と
な
っ
た
師
実
・
忠
実
・
忠
通
を
対
象
に
、
樋
口
健
太

郎
「
院
政
期
摂
関
家
に
お
け
る
大
殿
に
つ
い
て
」（『
日
本
史
研
究
』
484　

二
〇

〇
二
・
一
二
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
政
機
関
と
家
政
処
理
に
言
及
し
、「
大
殿
」

固
有
の
権
限
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

20�　

上
野
理
氏
「
納
和
歌
集
等
於
平
等
院
経
蔵
記
」（『
後
拾
遺
集
前
後
』
第
一
章

三　

笠
間
書
院　

一
九
六
八
）。
頼
通
は
、
と
も
に
生
き
た
人
々
の
歌
集
等
を
平

等
院
経
蔵
に
納
め
る
こ
と
で
、
人
々
と
と
も
に
極
楽
浄
土
を
と
願
っ
た
。「
延

久
三
年
（
一
〇
七
一
）
暮
秋
九
日
」
頼
通
八
十
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

受
領
日　

二
〇
二
一
年
四
月
二
八
日

受
理
日　

二
〇
二
一
年
六
月　

九
日
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